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市
政
の
動
き

三
億
二
千
九
十
四
万
円
を
追
加

6
月
市
議
会
定
例
会

6
月
市
議
会
定
例
会
は
、

6
月
日
日

に
招
集
さ
れ
、
四
日
終
了
し
ま
し
た
。

会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
日

議
案
で
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
議
決
、
同
意
、

受
理
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
議
案

マ
日
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
三
億
二
千
九
十
四
万

円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
九
十
四
億
三

千
四
百
九
十
四
万

円
と
す
る
も
の
で
、

そ
の
主
な
内
容
は
、

総
務
費
で
は
、

年
度
聞
の
財
源
変

動
に
そ
な
え
、
財

政
調
整
基
金
と
し

て
積
立
金
、
五
千

万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。農

林
水
産
業
費

で
は
、
林
業
地
域

総
合
整
備
事
業
、

二
千
百
四
十
六
万

二
千
円
、
団
体
営

林
道
整
備
事
業
、

六
千
七
百
三
十
四

万
円
、
森
林
総
合

整
備
事
業
、
四
千

二
百
三
十
六
万
円

を
追
加
し
、
経
団

‘F
6
月
市
議
会
定
例
会

漁
港
改
修
事
業
、
四
百
七
十
七
万
五
千

円
を
減
額
補
正
し
ま
し
た
。

商
工
費
で
は
、
中
小
企
業
等
育
成
対

策
事
業
と
し
て
、
商
工
業
振
興
条
例
に

基
づ
く
、
北
真
工
業
側
企
業
用
地
取
得

助
成
金
等
、
一
千
四
百
三
十
八
万
六
千

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、
道
路
改
良
事
業
、

三

千
六
百
四
十
万
円
、
都
市
下
水
路
事
業
、

一
千
万
円
を
追
加
し
、
7
月
開
設
予
定

の
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
プ
l
ル
の
管
理
委
託
料

一
千
七
百
四
十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、
西
部
中
学
校
大
規
模

改
修
事
業
と
し
て
、
四
千
三
百
六
十
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

災
害
復
旧
費
に
つ
い
て
は
、
経
団
漁

港
災
害
復
旧
事
業
の
認
承
減
に
よ
り
、

一
千
四
百
二
十
三
万
五
千
円
を
減
額
補

正
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
分
担
金
及
び
負

担
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
、
国
・
県

支
出
金
、
繰
越
金
、
諸
収
入
及
び
、
市

債
を
充
当
す
る
も
の
で
す
。

マ
日
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

マ
日
年
度
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

マ
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
教
育
振
興
基
金
条
例
の
設
定
に
つ
い

て
マ
日
雇
労
働
者
就
職
支
度
金
貸
付
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

マ
住
吉
小
学
校
体
育
館
増
改
築
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

一
億
一
千
八
百
七
十
万

円

・
契
約
の
相
手
方

魚
津
市
大
光
寺
町
2
5
1
1
番
地

千
田
建
設
株
式
会
社

・
完
成
予
定
日
年
1
月
幻
日

マ
本
江
小
学
校
校
舎
危
険
改
築
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

-
契
約
金
額
一
億
六
千
四
百
万
円

.
契
約
の
相
手
方

魚
津
市
経
団
西
町
叩
番
幻
号

朝
野
工
業
株
式
会
社

・
完
成
予
定
日
年
2
月
却
日

マ
大
町
小
学
校
体
育
館
危
険
改
築
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

-
契
約
金
額
一
億
二
千
五
百
五
十
万

円

・
契
約
の
相
手
方

魚
津
市
大
光
寺
町
2
5
1
1
番
地

千
田
建
設
株
式
会
社

・
完
成
予
定
日
年
1
月
幻
日

マ
市
営
住
宅
六
郎
丸
団
地
新
築
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

-
契
約
金
額
一
億
一
千
七
百
万
円

.
契
約
の
相
手
方

魚
津
市
港
町
7
番
8
号

株
式
会
社
関
口
組

・
完
成
予
定
日
年
2
月
却
日

マ
計
年
度
魚
津
市
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
に
つ
い
て

マ
財
団
法
人
魚
津
市
開
発
公
社
事
業
計

画
書
及
び
決
算
書
類
の
提
出
に
つ
い

て
マ
財
団
法
人
魚
津
市
施
設
管
理
公
社
事

業
計
画
書
及
び
決
算
書
類
の
提
出
に

つ
い
て

-
契
約
金
額

、
・2・ss・-ZEz--2・8
・・2
2・
E
g
e
--Ege---iz--21
・3

…
弱
年
度

…

一
請
負
工
事
発
注
状
況

一

〉

4
月
1
日
か
ら
6
月
初
日
現
在
で
、

〉

〈
請
負
額
三
千
万
円
以
上
、
九
千
万
円

八

〉
未
満
の
工
事
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〉

〈
マ
本
江
小
学
校
校
舎
危
険
改
築
給
排

川

〉

水
衛
生
暖
房
設
備
工
事

〈
・
契

約

6
月
3
日

〉
・
請
負
額
三
千
六
百
五
十
万
円

〈
・
請
負
者
松
原
工
務
庖

い
・
工

期

6
月
6
日
1

日
年
2
月
却
日

マ
白
倉
小
学
校
組
合
規
約
の
一
部
を
改

正
す
る
規
約

(2) 

同

意

イ牛

案

マ
魚
津
市
相
木
9
4
1番
地

川
島
清
氏
を
、
魚
津
市
農
業
共
済
事

業
運
営
協
議
会
の
委
員
に
選
任
。

魚
津
市
j
井
原
市

職
員
相
互
研
修
派
遣

昨
年
8
月
の
友
好
親
善
都
市
提
携

に
伴
う
、
親
善
事
業
の
一
環
と
し
て
、

6
月
刊
日

1
8
月
9
日
の
二
か
月
間

に
わ
た
り
、
次
の
各
氏
が
相
互
研
修

職
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。

井
原

T魚
津
市

都
市
計
画
課
山
岡
弘
幸
氏

農

政

課

大

舌

勲

氏

魚
津
市
+
井
原
市

会

計

課

関

口

税

務

課

武

田

寛斉
氏氏
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魚津市の農家戸数は約2，500戸です。米作中心の農業形態から序々

に変貌を遂げ、今日では、県内外から、特産の産地として高い評価

を受けているものが数多くあります。

代表的な「おらが魚津の特産物」を紹介しましょう。

A
V
球
根

魚
津
の
花
「
か
の
こ
ゆ
り
」
の
原
産

地
は
、
鹿
児
島
県
の
艇
島
で
す
。
現
在
、

長
引
野
を
中
心
と
し
た
西
布
施
地
区
と

上
野
方
地
区
で
、
約
二
十
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
面
積
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
栽

培
農
家
は
四
十
五
戸
で
年
間
約
二
百
二

十
万
球
を
生
産
し
、
日
本
一
の
産
地
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
大
半
が
球
根

で
オ
ラ
ン
ダ
へ
輸
出
さ
れ
て
お
り
、
「
東

洋
の
幻
想
」
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
人
気
を

得
て
い
ま
す
。
開
花
期
の
八
月
初
旬
か

ら
中
旬
に
か
け
て
、
咲
き
競
う
か
の
こ

ゆ
り
を
見
ょ
う
と
多
く
の
人
が
訪
ず
れ

ま
す
。
西
布
施
地
区
で
は
、
か
の
こ
ゆ

り
の
ほ
か
に
「
水
仙
」
の
栽
培
も
盛
ん

で
約
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
け
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
球
根
類

で
富
山
県
花
の
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
は
、

下
白
色
伺
地
区
の
十
二
戸
の
農
家
が
約
七

.
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
を
栽
培
し
て

い
ま
す
。
四
月
下
旬
か
ら
開
花
す
る
八

号
線
沿
い
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
ド
ラ
イ

バ
ー
の
心
を
な
ご
ま
せ
、
三
ケ
地
区
で
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目で見るいまむかし・・..........・・・20

は
春
風
に
そ
よ
ぐ
色
と
り
ど
り
の
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
花
を
背
景
に
特
急
列
車
、

地
鉄
電
車
の
交
叉
す
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ

ャ
ン
ス
を
ね
ら
っ
て
、
数
多
く
の
カ
メ

ラ
マ
ン
の
三
脚
が
立
ち
な
ら
び
ま
す

0

・
果
樹

目
に
花
な
ら
口
に
は
果
実
、
魚
津
市

は
「
り
ん
ご
」
「
な
し
」
「
ぶ
ど
う
」

の
産
地
で
す
。
「
り
ん
ご
」
は
、
魚
津
市

を
代
表
す
る
特
産
物
で
、
「
加
積
り
ん

ご
」
と
し
て
知
ら
れ
、
六
十
三
戸
の
農

家
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
祝
」
の

青
り
ん
ご
に
始
ま
り
、
り
ん
ご
の
王
様

「
ふ
じ
」
で
終
わ
り
ま
す
が
、
密
の
の

っ
た
高
い
糖
度
の
「
ふ
じ
」
は
、
日
本

一
う
ま
い
り
ん
ご
と
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

加
積
地
区
の
り
ん
ご
の
植
栽
は
明
治

三
十
八
年
と
さ
れ
、
当
時
は
用
排
水
の

不
備
に
よ
り
、
農
作
物
が
し
ば
し
ば
干

ば
つ
の
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
庭
先
の
柿
の
生
育
が
、
比
較

的
に
安
定
し
て
い
る
の
に
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
り
ん
ご
栽
培
が
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

栽
培
面
積
は
約
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及

び
、
県
下
で
は
、
り
ん
ご
の
屈
指
の
産

地
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
産
り
ん
ご
の

大
半
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

下
野
方
地
区
の
「
な
し
」
の
植
栽
は

加
積
り
ん
ご
よ
り
古
い
明
治
十
五
年
と

い
わ
れ
百
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
産

地
規
模
と
し
て
呉
羽
の
二
百
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
県
下
で
の

「な
し
」
栽
培
の
始
ま
り
の
地
と
し
て

知
ら
れ
、
二
十
七
戸
の
農
家
が
約
十
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
栽
培
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
「
二
十
世
紀
」
を
中
心
に
、
三
水

(
幸
水
、
新
水
、
豊
水
)
の
栽
培
が
盛

ん
で
す
。

「
ぶ
ど
う
」
は
「
西
布
施
ぶ
ど
う
」

と
し
て
小
川
寺
地
区
の
三
十
六
の
農
家

が
「
天
神
山
」
と
「
観
音
平
」
で
約
十

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
栽
培
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
り
ん
ご
ゃ
な
し
と
異
な
り
、
ぶ

ど
う
は
、
日
持
ち
の
悪
い
欠
点
を
克
服

す
る
た
め
、
観
光
ぶ
ど
う
園
と
し
て
、

観
光
客
に
園
地
を
解
放
し
た
り
、
ハ
ウ

ス
栽
培
に
よ
り
生
産
の
安
定
を
図
っ
て

い
ま
す
。
「
キ
ャ
ン
ベ
ル
」
「
ナ
イ
ア

ガ
ラ
」
が
主
流
で
し
た
が
、
最
近
で
は

市
場
性
の
高
い
「
巨
峯
」
の
高
つ
ぎ
や

高
級
品
種
の
新
植
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す。A
V
葉
た
ぱ
ニ

畑
作
特
産
物
と
し
て
「
葉
た
ば
こ
」

が
あ
り
ま
す
。
作
付
面
積
は
約
六
十
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
県
内
葉
た
ば
こ
の
三

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
産
し
ま
す
。
昨
年
は

百
七
十
六
ト
ン
を
生
産
し
、
そ
の
中
心

産
地
は
、
西
布
施
、
上
野
方
、
上
中
島

地
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

A-野菜野
菜
で
は
、
国
の
産
地
指
定
を
受
け

て
い
る
「
秋
冬
は
く
さ
い
」
が
あ
り
ま

す
。
上
空
島
地
区
を
中
心
に
市
内
で
約

四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
た
ば
こ
、
水
稲
の

後
作
と
し
て
8
月
中
旬
よ
り
作
付
さ
れ

ま
す
。
系
統
で
出
荷
さ
れ
る
量
は
千
六

百
ト
ン
に
も
な
り
、
そ
の
半
数
は
県
内

で
消
費
さ
れ
ま
す
が
残
る
半
分
は
主
に

大
阪
市
場
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。

「
大
根
」
「
キ
ュ
ウ
リ
」
も
県
の
産
地

指
定
を
受
け
て
お
り
、
こ
の
他
、
「
ネ

ギ
」
や
「
さ
と
い
も
」
も
産
地
化
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
特
産
色
の
強
い
「
レ

ン
コ
ン
」
は
出
地
区
で
約
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
栽
培
さ
れ
、
七
月
中
旬
に
は
、
高

雅
な
芳
香
を
放
っ
て
開
花
し
八
月
中
旬

よ
り
翌
年
の
三
月
ま
で
計
画
的
に
市
内

の
市
場
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。

。

。

果
樹
に
見
ら
れ
る
合
理
的
な
販
売
体

制
が
、
安
定
し
た
特
産
果
樹
の
産
地
を

つ
く
り
、
又
畑
作
園
芸
に
つ
い
て
は
、

全
国
的
に
、
産
地
の
宿
命
と
も
い
わ
れ

る
連
作
障
害
に
よ
っ
て
、
産
地
が
縮
少
、

移
動
す
る
中
で
、
農
家
の
創
意
に
よ
る

輪
作
体
系
の
確
立
と
、
農
業
に
対
す
る

強
い
熱
意
で
産
地
を
守
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
活
力
あ
る
産
地
を
め
ざ
し
て

さ
ら
に
規
模
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

(3) 
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市
の
財
政
状
況
が
ど
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
か
を
一
年
に
2
回
市
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

八
十
七
億
九
千
四
百
万
円
で
、
幻
年
叩

月
か
ら
臼
年
3
月
ま
で
の
下
半
期
で

は
4
回
に
わ
た
っ
て
一
億
四
千
五
百

五
十
二
万
八
千
円
を
追
加
補
正
し
ま

し
た
。

さ
き
に
幻
年
ロ
月
1
日
号
で
公
表
し

た
上
半
期
分
の
補
正
額
五
億

一
千
三
百

四
十
六
万
一
千
円
を
加
え
る
と
一
般
会

計
予
算
の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
九
十
四
億
五
千
二
百
九
十
八
万
九
千

』

V

経

団

公

民

館

建
設
補
助
金
H

一
千
万
円
、
転
作
定
着

化
促
進
奨
励
補
助
金
日
五
百
一
万
四
千

円
、
老
朽
た
め
池
整
備
事
業
費
H
二
百

四
万
二
千
円
、
団
体
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
費
H
六
百
九
万
円
、
企
業
立
地
推

進
事
業
費
H
三
百
八
十
五
万
円
、
県
道

等
改
良
事
業
負
担
金
H
二
千
三
百
七
十

六
万
九
千
円
、
補
助
災
害
復
旧
事
業
費

H

一
千
九
百
十
四
万
九
千
円
、
除
雪
対

策
費
H
四
千
万
円
、
体
育
協
会
育
成
補

円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
も
の

参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
費
日
七
百
五

十
八
万
五
千
円
、
県
議
会
議
員
選
挙

費
H
二
百
万
円
、
老
人
保
健
医
療
事

業
特
別
会
計
繰
出
金
日

一
千
万
円
、
公
・

私
立
保
育
所
措
置
費
等
H
八
百
五
十
二

万
五
千
円
、
魚
津
保
育
園
建
設
補
助
金

H
二
千
五
百
万
円
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

00% 
入入

支支
出出
済割

3月末における収支状況

一般会計
歳入 88.2% 

歳出 89.8% 

下水道 歳入 89.2% 

事業 歳出 88.7% 
特

簡易水 歳入 89.4% 

道事業 歳出 78.9% 

別 康事国保民健険業
歳入 94.8% 

歳出 87.4% 

健老事人医保療業
歳入 I 23.4% 

dz』z 
歳出 8.2% 

農業共 歳入 94.6% 

計
済事業 歳出 76.3% 

水族館 歳入 109.9% 

事業 歳出 85.5% 

助
金
日
二
千
百
万
円
等
が
増
額
さ
れ
、

ま
た
事
業
費
の
確
定
に
よ
る
精
算
と
し

て
、
公
A
再
任
宅
建
設
事
業
費
日
八
千
百

七
十
二
万
円
、
等
が
減
額
に
な
り
ま
し

た。
な
お
、
3
月
末
現
在
の
各
執
行
状
況

は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

(4) 

110% 100 

20 

90 80 70 

190円

389円

26，004円

29，771円

10 

3，138円

3，971円

50 

市民の市税負担状況
人口 50，.064人
世平等数 13，283世帯

(昭和58年 3月31日現在)

その他
9，523千円

軽自動車税
19，468千円

電 気 税
1億57，106千円

市た(!ニ消費 税
l f憲98，795千円

固定 資 産税
13億01，848千円

市民税
14億90，476千円

60 40 30 20 10 

716円

98，009円

112，209円

6 4 2 

1，466円

11，828円

14，966円



昭和田年 7月l日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

市債の状況 (3月末)
、、

教 育 債 1，748，066千円

土 木 債 1，651，570千円 白川J
j享、生福祉債 852，988千円

農林水産業債 593，931千円 的
公営住宅債 413，223千円

縁 故 償 376，295千円
災害復旧債 220，345千円 jJIj 

-I県消字貸舎防付償債金 126，807千円円円 ・財特例政対地方策債債 31，924千千円円
80，508守二 ・ 30，700 7 

72，012守二

11回1:.;れ; 大 蔵 省 3，547，116千円

-入
郵 政 省 1，327，575千円

}J1j 公営公庫 613，472千円

銀 f子 408，355千円

共 済 組 合 131，348千円

、、、 そ の 他 170，503千円

砂
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド

¥ 

市有財産の状況

建物

哩事現

/ 土地

612.056m2 

務 苧
基金

530，718千円

5量z
， t三7グ

有価証券その他
112，584千円

一時借入金 の 状 況

借入期間

4.21 
4.10 

57.12.24-57.12.28 

58. 3. 26 -58. 4. 11 
58.3.27-58.5.10 

5. 6 

5.28 
57. 11 .26 -57 .11 .30 
57.1l.26-57.12.4 
57.11.26-57.12.27 

57.12.29-58. l.10 
58 . l. 26 -58. 2. 26 
58. 2. 26 -58. 3. 26 
58. 2. 27 -58. 3. 26 

57. 4. 2-57 
57. 4. 2-57 
57. 4.26-57 
57. 4.26-57 

行

行

行

行

行

行

行

行

行

行

行

行

行

行

行

銀

銀

銀

銀

銀

銀

銀

銀

銀

銀

銀

銀

銀

銀

銀

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

陸

レ
し
レ
し
レ
し
レ
し
レ
し

-V
』
レ
し
レ
し

-v
u
-v
u
レ
い
レ
し

-
V
U

レ
し
レ
し

4
イ

4
4
4イ

4
イ

4
イ

4
寸

4
4
4
4
4寸

4
イ

4
イ

4
イ

4
寸

4
4
4寸

産君! 借入先借入額

ノ¥ 200，000，000円
200，000，000円
100，000，000円
100，000，000円
50，000，000円
100，000，000円
200，000，000円
400，000，000円
100，000，000円
300，000，000円
250，000，000円
300，000，000円
200，000，000円
250，000，000円
300，000，000円

(単年目 %)

会計区分 予算額
執 11" 状 況

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

一 市生 ~ 言十 94侮52，989 83!!39，237 88.2 84!!93 ，478 89.8 

下水 道事業 28，732 25，617 89.2 25，489 88.7 
特

簡易水道事業 12，428 11，113 89.4 9，804 78.9 

~Ij 国民健康保険事業 20侮23，087 19!!18，248 94.8 17偉67，814 87.4 

tz』z 老人保健医療事業 2億00，302 46，929 23.4 16，486 8.2 

計
農 業 共済事業 l億36，941 1!!29，522 94.6 1!!04，543 76.3 

水族館 事業 2健25，500 2偉47，866109.9 1也92，753 85.5 

言十 120億79，979 107!!18，532 88.7 106億10，367 87.8 

会計別予算執行状況 (3月末)

58. 3. 27 -58. 5. 20 

歳出

区 分 予算額 支出済額 支出割合

千円 千円 % 

議 ~ 費 l億55，278 1億49，566 96.3 

総 務 費 13億49，641 12惚95，862 96.0 

民 生 費 191!60，829 18!章14，846 92.6 

衛 生 費 31!01，533 21!82，907 93.8 

労 f動 費 11!22 ，878 l億19，205 97.0 

農林水産業費 101!63 ，725 8億76，818 82.4 

商 工 費 3億21，996 31!12，880 97.2 

土 木 費 141!13，768 111!64 ， 904 82.4 

消 防 費 21!40，440 21!32 ， 356 96.6 

教 育 費 151!23，370 14!章09，539 92.5 

災 害復 |日 費 l億91，246 l信35，005 70.6 

:l:: ‘ イ責 費 7億13，987 6億95，653 97.4 

諸 支 出 金 44，662 3，937 8.8 

予 イ庸 費 49，636 

歳 出 メロ入 計 94{J52 ， 989 84信93，478 89.8 

57年度一般会計収支状況 (3月末)

予算額|収入済額

千円

33m05，000 

90，000 

15，000 

70，000 

15m53，638 

5，256 

3他32，210
1億98，636

14a50，647 
8憶56，901

l!t19，121 
36，628 

3億18，377

3億39，675

7億61，900

94.4 

42.0 

10.2 

88.2 

% 

96.1 

101.1 

138.8 

102.3 

112.3 

100.0 

96.5 

89.8 

88.9 

91. 5 

100.0 

59.1 

収入割合

千円

31億77，216

90，965 

20，823 

71，624 

17億44，917

5，256 

3a20， 720 

1a76，597 
13a03，343 
7a83，770 

70，404 

34，592 

3a18，377 
1a42，833 

77，800 

94侮52，989183信39，237

税

分

市

地方 譲 与税

娯楽施設利用税交付金

自動車取得税交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料 及び手数料

国庫支出金

県支出金

財 産収入

寄附金

繰越金

諸収入

市債

計入 合

区

歳

歳入

(5) 



昭和田年 7月 1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

水道事業の業務状況を

次のとおり公表します。

57年度下半期
58年 3月末現在

1

業

務

状

況

O
給
水
人
口
:
:
:
:
:
三
五
、
一
O
O人

O
給
水
戸
数
:
a
a
l
i
-
-
!

九
、
0
0
0戸

o
総
配
水
量
:
四
、
二
八
一

、
二
六
二
川

O
総
給
水
量
i
二
、九

一
二
、
五
四
二
肘

O
有

収

率
j

J

J

・-
:
:
六
八
・
O
三

%

ヰ又 支
予算責望剖寸額区 分 予算額

上半期 下半期 計
るに 合す

給水収益 308，757 155，431 143，050 298，481 96.7 % 

受託工事収益 148，375 23，150 121，763 144，913 97.7 

その他の収益 5，803 5，803 1，697 7，500 129.2 

収 益 合 計 462，935 18，384 266，510 450，894 97.4 

原水及び浄水費 44，042 16，610 19，221 35，831 81.4 

配水及び給水費 65，082 19，722 45，312 65，034 99.9 

受託工事費 143，575 14，987 118，146 133，133 92.7 

~与、、 係 費 85，521 40，244 41，511 81，755 95.6 

減価{賞却費 43，064 21，519 21，187 42，706 99.2 

支 払利息 65，078 32，164 32，056 64，220 98.7 

そ の他の費用 850 33 187 220 25.9 

費用合計 447，212 145，279 277，620 422，899 94.6 

(うち職員給与額) 70，500 33，433 35，346 68，779 97.6 

差 ヲ| 15，723 39，105 611，110 27，995 

〈単位:千円〉昭和57年度損益収支状況
2
経

理

の

状

況

日
年
度
末
に
お
け
る
損
益
勘
定
の
収

支
状
況
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。
収

益
で
は
、
水
道
料
金
や
受
託
工
事
収
入

等
で
、
四
億
五
千
八
十
九
万
四
千
円
、

一
方
、
費
用
で
は
、
配
水
及
び
給
水
費
・

人
件
費
・
支
払
利

息
等
で
四
億
二
千

二
百
八
十
九
万
九

千
円
、
差
引
二
千

七
百
九
十
九
万
五

千
円
の
経
常
利
益

と
な
り
、
前
年
度

繰
越
利
益
剰
余
金

五
千
円
を
加
え
、

二
千
八
百
五
十
二

万
円
の
幻
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
と

な
り
ま
し
た
。

3
建
設
改
良
工
事

幻
年
昨
又
下
半
期
に
お
け
る
主
な
実
施

工
事
は
、
次
の
と
お
り
で
す
o

v横
枕
浄
配
水
場
築
造
工
事

七
千
百
八
十
五
万
円

V
横
枕
浄
配
水
場
場
内
配
管
工
事

四
千
九
百
八
十
六
万
円

V
広
域
営
農
団
地
農
道
配
水
管
布
設
工

事

一

千

五

百

六

十

八

万

円

V
県
道
島
尻
金
屋
線
配
水
管
布
設
工
事

一
千
四
百
七
十
万
円

V
市
道
袋
4
号
線
配
水
管
布
設
工
事

七
百
四
十
七
万
円

今
年
は
、
5
月
1
6
月

に
か
け
て
の
雨
な
し
記
録

に
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
比

較
的
乾
燥
型
の
年
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
7
月
の

長
崎
大
水
害
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
突
如
と
し
て
大

き
な
集
中
豪
雨
に
み
ま
わ

れ
る
こ
と
も
ま
ま
あ
る
こ

と
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
角
川
ダ
ム
は
、
ダ

ム
の
上
流
に
大
き
な
雨
が

降
っ
た
時
に
か
自
然
調
節

方
式
。
と
よ
ば
れ
る
方
式

で
洪
水
を
調
節
し
て
水
害

を
防
ぐ
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

自
然
調
節
方
式
の
ダ
ム
(
別
名
H

あ
な穴

あ
き
ダ
ム
)
に
は
、
川
の
大
き
さ

に
み
あ
っ
た
穴
が
あ
い
て
い
て
、
た

く
さ
ん
の
水
が
ダ
ム
に
は
い
っ
て
き

ぶ
ん

で
も
、
穴
の
大
き
さ
の
分
し
か
水
が

出
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
ゲ
ー
ト
(
水
門
)
を
あ

け
た
り
し
め
た
り
し
て
洪
水
を
調
節

す
る
ダ
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
角
川
は
、
と
こ
ろ
に
よ
っ

て
は
、
ま
だ
川
を
き
れ
い
に
な
お
し

て
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
、
大
き

な
雨
が
降
っ
た
時
に
は
川
が
あ
ふ
れ

る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
な
お
す
よ

う
に
ガ
ン
バ
ッ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

ダ
ム
か
ら
急
に
た
く
さ
ん
の
水
が

出
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
危

険
を
し
ら
せ
る
た
め
に
サ
イ
レ
ン
を

な
ら
し
た
り
、
警
報
車
で
案
内
を
し

た
り
い
た
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
早
く
川
か

ら
あ
が
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
な
る
べ
く
川
の
そ
ば
に
近

よ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

富
山
県
角
川
タ
ム
管
理
事
務
所

(6) 



昭和58年 7月 1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

第2固清掃週聞を設定
7月17日"-'7月24日

.グ生活環境を守る清掃運動に市民総ぐるみでご参加を.グ

奉
仕
活
動
で
環
境
保
全
を

昨
年
に
引
き
続
き
第
二
回
目
の
清
掃
週
間
を
設
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
期
間
中
多
く
の
市
民
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
川
や
海
岸
や
堤

な
ど
見
違
え
る
程
き
れ
い
に
な
り
、
環
境
保
全
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
、
梅
雨
あ
け
の

7
月
行
日
か
ら

7
月

m日
ま
で
の

8
日
間
を
清
掃
週

間
と
定
め
ま
し
た
か
ら
、
こ
の
期
間
中
に
一
度
、
各
家
庭
や
地
区
周
辺
の
公
共

用
地
な
ど
の
清
掃
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

。
各
町
内
の
公
園
や

家
庭
周
辺
の
清
掃

公
園
の
草
む
し
り
や
、
側
溝
の
清
掃

や
空
地
の
草
刈
り
な
ど
の
ほ
か
、
空
カ

ン
の
収
集
を
行
う
。

。
川
を
き
れ
い
に
す
る

市
内
を
流
れ
る
角
川
、
鴨
川
、
片
貝

川
、
布
施
川
、
小
川
寺
川
や
早
月
川

な
ど
、
で
き
る
だ
け
、
ゴ
ミ
の
収
集

や
空
か
ん
の
収
集
を
行
な

い
、
雑
草
の
除
去
を
行
う
。

。
海
岸
を
き
れ
い
に
す
る
。

今
年
は
、
春
か
ら
、
道
下

地
区
、
と
経
団
地
区
で
は
、

県
土
美
化
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
を
受
け
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
海
岸
線
の
清
掃
も

た
び
た
び
行
わ
れ
て
い
ま

す。し
か
し
、
次
か
ら
次
と
ゴ

ミ
が
流
れ
着
く
の
で
努
力

が
必
要
で
す
。

燃
え
る
海
岸
の
ゴ
ミ
は
焼

却
す
る
。
金
く
ず
や
空
カ

ン
の
類
は
で
き
る
だ
け
一

か
所
に
集
積
す
る
。

運
動
は
次
の
区
分
に
よ
っ
て
行
い
ま

す。。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
呼
び
か
け

魚
津
市
保
健
衛
生
協
議
会

魚
津
市
各
老
人
ク
ラ
ブ

魚
津
市
各
婦
人
会

魚
津
市
各
青
年
団

魚
津
市
各
区
長

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

砂
県
土
美
化
経
団
モ
デ
ル
地
区
の
清
掃

。
今
年
も
空
カ
ン
ゼ
ロ
運
動

釣
り
や
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
で
か

け
た
時
の
空
カ
ン
や
ゴ
ミ
は
必
ず
家

に
持
ち
帰
え
る
。

海
岸
や
、
山
野
に
捨
て
て
あ
る
空

カ
ン
の
類
を
発
見
し
た
と
き
は
、
収

集
し
て
家
に
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

砂
市
婦
連
の
空
カ
ン
の
収
集

。
収
集
し
た
空
カ
ン
や
ゴ
ミ

の
仕
末

各
地
区
か
ら
出
た
、
ゴ
ミ
や
泥
や
空

カ
ン
な
ど
は
、
一
か
所
に
集
積
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

市
清
掃
係
市
役
所
内
線
2
3
3
ま
で

連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
収
集
に
あ

が
り
ま
す
。

直
接
、
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
(
可

燃
物
)
や
、
下
椿
の
埋
立
地
(
不
燃

物
)
へ
持
ち
込
み
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
な
お
結
構
で
す
。

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の

禁
止

ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ゴ

ミ
や
粗
大
ゴ
ミ
を
、
公
共
の
場
所
や
、

山
野
に
勝
手
に
捨
て
る
と
、
不
法
投
棄

で
処
罰
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
海
岸
や
、
山
間
部
な
ど
随

時
巡
回
監
視
を
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
処
理
な
ど
で
お
困
り
の
時
は
、

市
生
活
環
境
課
清
掃
係
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。特

に
経
団
漁
港
へ
の
ゴ
ミ
の
持
ち
込

み
は
厳
禁
し
て
い
ま
す
か
ら
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

各
家
庭
か
ら
出
る
一
般
廃
棄
物
で
、

多
量
に
出
た
場
合
の
処
理
方
法
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

可
燃
物
1
直
接
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

持
ち
込
む
こ
と
。

不
燃
物
H

市
の
許
可
を
得
て
、
下
椿
の

埋
立
地
へ
自
分
で
運
こ
ぶ
こ

と。

』

V

不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ

(7) 
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受
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
(
片
貝
校
下
〉
に

立
看
板
で
き
る

市
の
片
貝
地
区
で
は
、

4
月
9
日
出
に
県
下
で
は
は
じ
め
て
の
こ
こ
ろ
み
と

し
て
交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
宣
言
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
区
の
企
業
所
な
ど
の
ご

協
力
に
よ
っ
て
、
安
全
運
転
を
呼
び
さ

ま
す
立
看
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
無
事
故
の
悲
願
を
か
け
て
、
地

区
民
総
参
加
に
よ
る
努
力
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
区
を
通
過
す
る
総

て
の
車
両
は
、
モ
デ
ル
地
区
と
、
地
区

民
の
努
力
を
汚
が
さ
な
い
よ
う
、
最
大

の
安
全
運
転
と
交
通
事
故
の
防
止
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

hv
地
区
民
の
善
意
で
設
置
さ
れ
た
交
通

安
全
の
立
看
板

グ
ど
う
ぞ
ご
利
用
を

市
営
中
央
駐
車
場
オ
ー
プ
ン
グ

こ
の
ほ
ど
、
市
営
の
鴨
川
町
高
架
下

の
と
お
り
で
す
。

無
料
駐
車
場
を
、
改
繕
し
て
有
料
の
市

O
最
初
の
一
時
間
の
う
ち
二
十
分
間
は
、

営
中
央
駐
車
場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま

無
料
で
す
。
そ
れ
以
後
は
、
一
時
間

し
た
。

ご

と

に

百

円

加

算

と

な

り

ま

す

。

買
い
物
や
、
諸
会
合
の
折
に
せ
い
ぜ

O
供
用
時
間
は
、
毎
日
午
前

O
時
か
ら

い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
駐
車
料
金
は
次

午
後
十
二
時
ま
で
で
す
。

‘
オ
ー
プ
ン
し
た
市
営
中
央
駐
車
場

あ
な
た
の
生
命
を
守
る

シ
l
ト
ベ
ル
ト
と

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を

に
一
命
を
取
り
止
め
た
例
が
沢
山
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
、
と
言
う
場
合

で
も
シ
l
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
あ
な
た
の
生

命
を
守
る
大
切
な
用
具
で
す
。
忘
れ
ず

に
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

最
近
の
交
通
事
故
を
見
ま
す
と
、
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
し
て
い
た
た
め

(8) 

一
人
ひ
と
り
の

マ
ナ
ー
で

騒
音
防
止
を
グ

最
近
、
特
に
増
え
て
き
て
い
る
ク

ー
ラ
ー
、
ピ
ア
ノ
等
に
よ
る
近
隣
騒

音
の
問
題

l
。
そ
の
内
容
は
い
ず
れ

も
日
常
的
な
暮
ら
し
の
音
で
す
。

し
か
し
、
日
常
的
な
音
で
あ
る
が

ゆ
え
に
深
刻
と
も
き
守
え
ま
す
。

近
隣
騒
音
は
、
だ
れ
も
が
被
害
者

に
な
る
半
面
、
だ
れ
も
が
加
害
者
に

な
る
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
大
勢
の
人
が
寄

り
集
ま
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う

自
覚
と
配
慮
で
す
。
一

人
ひ
と
り
が

ま
わ
り
の
人
に
対
し
て
、
い
ま
ひ
と

つ
暖
か
い
気
持
ち
で
心
く
ば
り
を
し

李
小

l
)
よ、っ
。

巡
回
交
通
事
故
相
談
所

の
開
設
案
内

富
山
県
交
通
事
故
相
談
は
毎
月
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

特
定
巡
回
交
通
事
故
相
談
所
の
開
設

は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
7
月
6
日
附

0
7
月
初
日
附

0
8
月
3
日
附

0
8
月
口
日
附

0
9
月
7
日
附

0
9
月
幻
日
制

時
間
午
前
日
時
1
午
後
3
時
ま
で

場
所
魚
津
県
総
合
庁
舎
口
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年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
引
日
で
す
。

せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
財
政
は

ほ
ん
と
う
に

悪
い
の
か
:
:
?
・

市戸年金財政見通し(試日千

56 57 58 59 60 61 62 63 64 651ド!支
年金額の物価スライド率は昭和56年度以降7%と仮定した。利まわりは年6%と仮定した。

国
民
年
金
の
財
政
が
悪

化
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ほ
ん
と
う
に

そ
う
で
し
ょ
う
か
。

保
険
料
が
今
後
毎
年
三

五
O
円
と
物
価
上
昇
分
引

き
上
げ
ら
れ
る
も
の
と
仮

定
す
る
と
、
国
民
年
金
の

財
政
状
況
は
上
の
図
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
昭
和
白
年
度
ま
で

の
十
年
間
は
収
入
が
支
出

を
上
ま
わ
り
、
単
年
度
の

収
支
残
も
当
年
度
支
出
費

の
日
%
程
度
は
確
保
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
年
金
の

支
払
い
に
困
っ
た
り
、
積

立
金
を
取
り
く
ず
す
こ
と

は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

こ
の
傾
向
は
初
年
以
上

続
き
、
み
な
さ
ん
が
国
民

年
金
に
理
解
を
示
し
、
今

後
予
定
さ
れ
る
保
険
料
を

負
担
で
き
れ
ば
、
国
民
年

金
の
財
政
は
決
し
て
悪
い

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

注

個
人
年
金
は

貯
蓄
の
一
種
で
す

み
な
さ
ん
が
保
険
会
社
や
銀
行
・
郵

便
局
な
ど
と
契
約
し
て
加
入
す
る
個
人

年
金
は
、
私
的
年
金
と
い
っ
て
、
国
民

年
金
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
年
金
で
す
。

個
人
年
金
は
、
年
金
を
支
払
う
た
め
の

資
金
を
事
前
に
積
立
て
ま
す
の
で
、
長

い
間
に
物
価
が
上
が
っ
て
約
束
さ
れ
た

年
金
額
が
目
減
り
し
て
も
、
物
価
ス
ラ

イ
ド
で
目
減
り
分
を
埋
め
合
わ
せ
る
と

い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
個
人
年

金
は
、
「
積
立
て
た
も
の
を
年
金
と
し

て
受
け
と
る
」
貯
蓄
の
一
種
で
す
。
個

人
の
貯
蓄
に
公
的
年
金
の
肩
代
り
を
さ

せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
国
民

年
金
に
加
入
し
た
人
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、

個
人
年
金
に
も
加
入
し
て
、
よ
り
豊
か

な
老
後
を
め
ざ
す
こ
と
も
意
義
の
あ
る

こ
と
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

物
価
が
毎
年
5
%
ず
つ
ア
ッ
プ
し
た

と
す
る
と
、
年
金
額
は
図
の
よ
う
に
目

減
り
し
ま
す
。

t，'(. 

熟
年
ラ
イ
フ
の
か
な
め
と
な
る
年
会
当

で
も
、
物
価
が
ど
ん
ど
ん
上
っ
て
い
く

の
に
年
金
額
は
変
ら
な
い
:
・

た
と
え
ば
、
毎
年
5
%
ず
つ
物
価
が

上
昇
し
ま
す
と
、
現
在
の
一
万
円
は
二

十
年
後
に
約
三
千
八
百
円
の
価
値
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
老
後

の
生
活
設
計
も
立
て
ら
れ
ず
、
充
実
し

た
熟
年
ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。
イ
ン
フ
レ
や
物
価
上
昇
か
ら
年

金
を
守
る
、
そ
の
た
め
に
は
経
済
の
変

動
に
あ
わ
せ
て
年
金
額
を
修
正
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
物
価

ス
ラ
イ
ド
制
で
す
。

こ
の
重
要
な
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
を
備

え
て
い
る
の
は
、
国
民
年
金
な
ど
の
公

的
年
金
だ
け
で
す
。
物
価
ス
ラ
イ
ド
は
、

若
い
世
代
か
ら
熟
年
世
代
へ
、
世
代
間

の
助
け
合
い
で
す
。
国
が
長
期
的
な
見

通
し
で
年
金
制
度
を
設
計
し
、
責
任
を

も
っ
て
運
営
す
る
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し

た
大
事
業
が
で
き
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、

国
民
年
金
は
国
の
負
担
に
よ
り
年
金
額

が
厚
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
公
的

年
金
の
重
要
な
特
色
で
す
。

ー

減
額
は
生
涯
続
〈

|

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
や
通
算
老
齢

年
金
は
、
日
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
条
件
を
満

た
し
て
い
れ
ば
、

ω歳
か
ら
M
W
歳
ま
で

の
間
な
ら
、
い
つ
で
も
、
希
望
す
る
と

き
か
ら
繰
り
上
げ
で
支
給
を
受
け
る
道

が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
そ
の
年
金
額
は
、
本
来
日

歳
か
ら
受
け
る
額
に
く
ら
べ
て
最
低
日

パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
最
高
位
パ
ー
セ
ン
ト

も
減
額
さ
れ
ま
す
。
そ
の
減
額
は
生
涯

続
き
ま
す
し
、

一
た
ん
繰
り
上
げ
支
給

を
希
望
す
る
と
取
り
消
し
は
で
き
ま
せ

ん
か
ら
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

繰上げ減額率

受給時の年齢 65歳で受対けするべき年率
金額に る減額

60歳以上61歳未満 0.4 2 

61歳 11 62歳 11 O. 3 5 

62歳 11 63歳 11 O. 2 8 

63歳 11 64歳 11 O. 2 0 

64歳 11 65歳 11 O. 1 1 

(9) 
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菌
の
代
表
と
い
わ
れ
ま
す
ウ
ェ
ル
シ
ユ

菌
な
ど
が
、
た
ん
白
質
や
脂
肪
を
腐
敗

さ
せ
、
発
が
ん
物
質
な
ど
の
有
害
物
質

を
作
り
ま
す
。

食
物
繊
維
は
こ
の
よ
う
な
発
が
ん
物

質
や
発
が
ん
を
促
す
物
質
な
ど
を
吸
着

し
た
り
し
て
、
体
外
へ
の
排
出
を
促
し

ま
す
。
ま
た
、
繊
維
は
血
中
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
上
昇
を
お
さ
え
た
り
、
低
下

さ
せ
る
働
き
が
あ
り
、
動
脈
硬
化
や
高

血
圧
な
ど
の
予
防
や
治
療
に
も
役
立
ち

ま
す
。
さ
ら
に
、
食
物
の
か
さ
を
増
や

し
、
肥
満
予
防
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

毎
日
の
食
事
が
野
菜
不
足
に
な
っ
て

い
な
い
か
、
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
物
繊
維
は
健
康
の
た
め
に
大
変
役
立

っ
て
い
る
の
で
す
。

昭和58年 7月 1日発行

ク
ー
ラ
ー
は
上
手
に
使
お
う

国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
肪
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

暑
い
と
き
の
冷
房

は
、
確
か
に
快
適
だ

が
、
家
庭
で
の
冷
房

は
冷
や
し
す
ぎ
な
い

注
意
が
必
要
だ
。
ま

ず
冷
房
中
の
室
温
は
、

お
l
u
度
ま
で
と
し
、

室
温
と
外
気
温
と
の

差
は
5
度
以
内
に
保

つ
。
た
と
え
ば
外
気

温
が
お
度
な
ら
室
温
は
お
度
。
と
く

に
体
温
調
整
力
が
弱
い
乳
幼
児
や
お

年
寄
り
の
い
る
場
合
は
、冷
え
す
ぎ
と

ク
ー
ラ
ー
の
風
が
直
接
あ
た
ら
な
い

よ
う
十
分
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
冷
房
中
は
部
屋
を
閉
め
き
る

の
で
、
と
き
ど
き
窓
な
ど
を
開
け
て

市
で
は
、
国
保
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
月
は
栄
養
知
識
、
暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
、
ク
ー
ラ

ー
の
上
手
な
使
い
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

り
か
、
繊
維
の
と
り
す
ぎ
で
、
消
化
器

官
に
余
分
な
負
担
を
か
け
て
い
る
く
ら

い
に
し
か
思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
上
院
栄
養
問
題

特
別
委
員
会
が
ア
メ
リ
カ
人
は
も
っ
と

で
ん
粉
質
や
食
物
繊
維
を
食
べ
る
よ
う

に
し
な
い
と
健
康
で
長
生
き
で
き
な
い

と
発
表
し
て
以
来
、
世
界
的
に
も
そ
の

役
割
が
次
第
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
繊
維
を
多
く
と
っ
て
い
る
ア

フ
リ
カ
の
原
住
民
に
は
高
血
圧
や
心
臓

血
管
病
、
大
腸
が
ん
が
少
な
く
、
低
繊

維
食
を
と
っ
て
い
る
欧
米
諸
国
で
は
、

こ
れ
ら
の
疾
病
が
多
い
と
報
じ
ら
れ
食

物
繊
維
の
効
用
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。今

ま
で
日
本
食
は
食
物
繊
維
が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
欧
米
化
の
傾

向
が
強
く
、
中
に
は
野
菜
な
ど
ほ
と
ん

ど
食
べ
な
い
よ
う
な
人
が
増
え
て
き
た

こ
と
か
ら
、
日
本
で
も
大
腸
が
ん
が
増

え
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
現
在
、
便
秘
患
者
が

増
え
、
下
剤
が
よ
く
売
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
便
秘
に
よ
っ
て
食
物

成
分
が
体
内
に
滞
留
し
ま
す
と
、
有
害

広報うおづ

食
物
繊
維
は

栄
養
的
に

無
価
値
か
?

あなたと市政をむすぷ

換
気
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
。
さ
ら
に
夜
間
眠
っ
て
い
る

と
き
私
た
ち
の
体
温
発
生
力
は
、
畳

間
の
安
静
時
の
別
%
く
ら
い
に
お
ち

て
い
る
の
で
、
寝
苦
し
い
か
ら
と
い

っ
て
一
晩
中
冷
房
す
る
の
は
か
え
っ

て
健
康
を
損
う
こ
と
に
な
る
。

野
菜
や
穀
物
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て

い
る
食
物
繊
維
は
、
体
内
に
入
っ
て
も

消
化
酵
素
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
消
化
さ

れ
な
い
の
で
、
栄
養
的
に
は
あ
ま
り
役

立
た
ず
、
今
ま
で
は
少
く
と
も
無
用
の

長
物
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ば
か

暑
さ
を
乗
り
切
る

暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト

セ
ン
イ
を
多
く
含
む
食
事

ワ
ー
を
浴
び
る
だ
け
で
も
よ
い
。
そ
の

あ
と
冷
た
い
タ
オ
ル
で
サ
ッ
と
ふ
き
あ

げ
る
と
皮
膚
が
ひ
き
し
ま
っ
て
、
一
層

さ
っ
ぱ
り
す
る
。

。
清
涼
飲
料
水
よ
り
牛
乳
を

清
涼
飲
料
水
に
は
、
砂
糖
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
口
あ
た
り

の
良
さ
に
ひ
か
れ
て
飲
み
す
ぎ
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
砂
糖
を
と
る
こ
と
に
な
る
。

砂
糖
の
と
り
す
ぎ
が
問
題
な
の
は
、
肥

満
や
む
し
歯
の
要
因
と
な
る
こ
と
の
ほ

か
に
、
体
内
の
ビ
タ
ミ
ン
払
を
消
費
を

高
め
、

nm
の
不
足
を
招
く
こ
と
も
あ
る
。

の
ど
が
乾
い
た
と
き
は
、
冷
た
い
牛

乳
を
飲
む
方
が
よ
り
健
康
的
と
い
え
る
。

る
人
で
も
、
で
き
れ

ば
昼
休
み
を
利
用
し

て
短
い
時
間
で
も
ひ

と
眠
り
す
る
く
ふ
う

を
し
よ
う
。

加
分
の
居
眠
り
で
も

気
分
さ
わ
や
か
、
能
率

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
。

。
疲
れ
を
と
る
夏
の
入
浴
法

ふ
ろ
に
は
い
る
と
疲
れ
が
と
れ
る
。

よ
ご
れ
を
落
と
し
て
、
新
陳
代
謝
を
よ

く
す
る
だ
け
で
な
く
気
分
も
さ
っ
ぱ
り

す
る
。
夏
に
気
持
よ
く
疲
れ
を
と
る
に

は
、
少
し
熱
目
の
お
湯
に
さ
つ
と
は
い

る
の
も
一
方
法
。
あ
る
い
は
熱
い
シ
ヤ

。
昼
寝
の
す
す
め

暑
さ
で
体
力
が
消
耗
す
る
上
に
、
夏

は
ど
う
し
て
も
寝
不
足
に
な
り
が
ち
、

疲
労
回
復
に
最
も
効
果
の
あ
る
の
は
眠

る
こ
と
。
夏
休
み
の
子
ど
も
や
時
間
の

と
れ
る
人
は
、
ぜ
ひ
時
間
を
決
め
て
畳

寝
を
日
課
と
し
た
い
も
の
。
勤
め
て

い
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7
月
の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み
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大会二市 体市 体市

盟技ほか育紘高会式大会3苦体第田魚民2 市警亭フ主，ソl.-球市体軒史子

1:Y 
大会チl ア ス

剖主少道: 

ポ
~f; 1¥ ス

球聖少子レ
名

ボ レ ス

E 
ルl室弘水プ内 球場市野 お山市ti 

E 

営市
未

ンド 吉回グ 営市

西部学校中 部桂東学中

と

コ 定 コ
ほラ

ろヵ、 ト かウ ト

室
内
温
水
プ

l
ル

臨
時
休
館
に
つ
い
て

室
内
温
水
プ
!
ル
で
は
、
7
月

5
日

ω、
プ
l
ル
の
定
期
清
掃
の

た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

な
お
、
7
月
3
日
は
市
体
水
泳

競
技
の
た
め
、

一
般
の
利
用
が
で

き
ま
せ
ん
。

ー

8
月
の
歩
こ
う
会
|

8
月
の
歩
こ
う
会
は
、

7
日
制
に
宇

奈
月
方
面
へ
行
き
ま
す
。
電
鉄
魚
津
駅

発
、
午
前
8
時
口
分
の
電
車
で
行
き
、

内
山
↓
宇
奈
月
大
原
台
観
音
↓
宇
奈
月

と
歩
き
ま
す
。
参
加
者
は
、
午
前
8
時

ま
で
に
電
鉄
魚
津
駅
へ
お
集
ま
り
く
だ

さ

い

。

〈

畳

食

持

参

〉

第36回富山県民体育大会

夏季・冬季大会競技会場

本
大
会
は
置
県
百
年
記
念
大
会
と

し
、
「
輝
け
ノ

ス
ポ
ー
ツ
富
山
」
を
テ
ー

マ
に
広
く
県
民
に
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及

・

振
興
し
、
心
身
の
健
康

・
体
力
の
増
進

と
競
技
力
の
向
上
を
図
り
、
明
る
く
豊

か
な
県
民
生
活
の
樹
立
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

マ
開
会
式
県
営
陸
上
競
技
場

軟式野球

初] 1実
柔道

弓 i直
ライフル射場建

剣道

ラグビー7 .~ トポー}~

アーチェリー

ボウリング

オリエンテーリング

小杉町

|空手道 |

マ
競
技
会
場

マ
そ
の
他

ロ
時
か
ら

別
図
の
と
お
り

サ
イ
ク
リ
ン
グ
競
技
が

魚
津
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
参
加
自
由
で
す
の

で
、
市
教
委
体
育
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

〈
夏
期
英
語
セ
ミ
ナ
ー
〉

。1)

洗
足
学
園
魚
津
短
期
大
学

8
月
6
日
出
i8

月
7
日
日

午
前
9
時
i
午
後
4
時

国
鉄
魚
津
駅
か
ら
「
洗
足

学
園
」
行
き
パ
ス

8
時
お
分
発

マ
受
講
対
象
者
一
般
社
会
人
、
中
・

高
の
教
員
及
び
学
生

マ
募
集
人
員
削
名
(
一
ク
ラ
ス
初
名
)

マ
申
込
期
間

7
月
初
日
附
ま
で

マ
申
込
先
洗
足
学
園
魚
津
短
期
大

学
「
公
開
大
学
講
座
」
係

へ
指
定
の
用
紙
に
会
費
を

そ
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ

マ
会
費
八
、

0
0
0円

(
学
生
五
、

0
0
0円
)

【授
業
内
容
】

外
人
講
師
に
よ
る
発
音
、

話
し
方
の
指
導
、
自
由
会

話
、
デ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン
、

日
本
と
英
米
の
考
え
方

・

発
想
の
相
違

マ
主
催

マ
期
間

マ
交
通
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続
審
は
あ
な
た
の
無
限
の
宇
宙
・
・
・④

新
し
い
本
か
ら

〈
一

般

書

〉

損
し
な
い
本

後

藤

晃

三

ヒ
ゲ
の
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
世
界
を
泳
ぐ

岡

村

喬

生

十
五
歳
の
絶
唱

若
城
希
伊
子

野
の
花
・
山
の
花
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

桜

井

廉

ア
ッ
と
驚
く
力
士
た
ち

斉

藤

太

郎

〈文
学

・
小
説
〉

嘘
つ
い
た
ら
針
千
本

大

森

繋

レ
ク
イ
エ
ム
涙

石

井

好

子

お
酒
は
ス
ト
ロ
ー
で
、
ラ
ブ
レ
タ
ー
は

鼻
で

松

兼

功

古
典
に
咲
く
恋
の
花
た
ち

清

川

妙

御
伽
草
子

富

士

正

サ
ロ
メ
の
乳
母
の
話

塩

野

七

生

男
た
ち
の
肖
像

佐

藤

愛

子

三
彩
の
女

森

雄

子

「
お
ん
な
」
を
語
る

鈴
木
健
二

m作
家
お
人

美
し
か
れ
悲
し
か
れ

武

田

友

寿

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り

3
冊

2
週
間

ま
で
で
す
。

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

7
月
の
お
し
ら
せ

4
日
側
お
は
な
し
会

市
日
側
、
え
い
が
・
火
事
と
子
馬

3
じ
却
ぷ
ん
か
ら
、
4
じ

ま
で
、
と
し
よ
か
ん
視
聴

覚
室
で
ひ
ら
き
ま
す
。

川
柳
教
室
の
開
催
の
お
し
ら
せ

7
月
ロ
日

ω

午
後
1
時
鈎
分
1
4
時

食
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

会
課
題
「
し
ぶ
き
」
「
雑
詠
」

講

師

木

村

喜

見

城

先

生

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

6
月
の
川
柳
教
室
か
ら

再
会
の
傘
が
嬉
し
い
無
人
駅中

田

直

人

屈
折
の
度
合
が
透
け
る
サ
ン
グ
ラ
ス

福
沢
む
つ
子

レ
ッ
テ
ル
に
惚
れ
た
因
果
の
恐
妻
家

浜

田

京

子

セ
と

き

況状用の
¥
周
ノ

)

館
f
利

¥

¥

、

物
・
も
人

書

(

h

y
ーヘ

ω
帆
・
ど
川

図

伍
苧
J

6
'
即
.
に

1
u

度

(
/
~
7
怖
い

存

9
5
、0
4
8
冊

和

l

昭
一
餅
)

ゆ似いい味仰を富山
(観光キャンペーン 4/25-8/24) 魚津市イベントご案内

内容
(イベント・割引・プレセ・ントなど)

拝観料の割引。

一般 3∞円
⑧ 150円

対象者
条件

⑧ 

場所 ・会場

大徳寺

(魚津市持光寺)

期間・日時

8/15(月)-8/19幽
9 : 00-16: 00 

イベン ト

タ イト lレ

霊峰立山開基、

佐伯有頼の大徳

寺で「立山憂陀

羅」等の法宝物

を拝観し、法話

を聞こう

間 合わせ先
(電話番号)

魚津市 商 工 観 光 謀

干937
魚津市釈迦堂 1-10-1 
(T E L0765-22-2200) 

魚津まつりのせり込み蝶六踊り街流

しを特別席で観覧。地酒北洋又はジ

ュース、観光写真(ホタルイカ ・し

んきろう)プレゼント 。

定員 50名
・申込みは 、 7月26日までに往復ハ

ガキで。

⑧ 魚津市中央通り

本部前

受付19:00から

8/9{刈
19: 30-21: 30 

せり込み蝶六踊

り街流しを特別

観覧席で見物し

魚津市観光協会

(魚津商工会議所内)

干937
魚津市上村木 1-20-30 
(T E L0765-22-1200) 

ょっ

8月7、8日はたてもん祭り、 9日
はせり込み蝶六踊り街流し、魚津ま
つりの傑作を撮って応募しよう。
応募規定
1.サイズ カラープリント 4切以上

またはカラースライド
8月末日
魚津市上村木1-20-30
魚津商工会議所内
魚津市観光協会
主催者側

5.発表入賞者直接通知
6.入賞作品の版権は主催者に属します。

7.賞金賞賞金20.0∞円 1名

銀賞 " 10.000円 2名
銅賞 " 3.000円 3名
佳作記念品 10名

2.〆切
3.送り先

一般8/7{日)-8/9{刈|市内魚津まつりの写

真を撮ろう

魚津市観光協会

(魚津商工会議所内)

干937
魚津市上村木 1-20ー 30
(T E L0765-22-1200) 4.審査

曜齢
ジョイフルパスポートで2重の楽しみ.グ

ジョイフルパスポートをご持参ください。イベントへの参加や、割引 ・プレゼントなどいろいろ特典があります。

・ジョイフルパスポートは駅の旅行セン ターや、主な旅行会社に置いてあります。

※このキャンベーン案内中、⑮はジヨイ フルパスポー ト持参者、 他は一般参加者です。なお、往復ハガキでイベン

ト参加の申込みをす る場合、必ず住所 ・氏名 ・年 齢 ・電 話 番 号 ・参加希望日を記入してください。

(12) 



O

「
青
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
浄
化
で

非
行
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
」
の
チ
ラ

シ
を
市
内
全
世
帯
配
布

る
。
こ
の
た
め
、

7
月
1
日
か
ら
7
月

マ
内
容

出
日
ま
で
、
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま

・
住
民
の
役
割
に
つ
い
て

も
る
全
国
強
調
月
間
」
と
し
て
、
全
国

・
業
界
の
自
主
規
制
に
つ
い
て

次
の
時
代
を
担
う
青
少
年
を
健
全
に
一
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

-
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
に
つ
い

育
成
す
る
こ
と
は
、
国
民
的
な
課
題
で

V
月
間
の
重
点

て

あ
る
が
、
近
年
、
青
少
年
の
非
行
が
著

・
国
民
の
非
行
防
止
意
識
の
高
揚

O
夏
休
み
魚
津
市
民
ふ
れ
あ
い
の
旅

し
く
増
加
し
て
お
り
、
内
容
的
に
も
、

・
非
行
グ
ル
ー
プ
の
解
体
補
導
そ
の
他

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
(
イ
ラ
ス
ト
)
を
募
集

い
わ
ゆ
る
非
行
の
低
年
齢
化
、
一
般
化
青
少
年
の
非
行
防
止

・
規
格

B
4
版
画
用
紙
大

の
傾
向
が
進
み
、
特
に
最
近
で
は
校
内

・
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
浄

・
採
用
の
も
の
に
は
、
-
記
念
品
を
差

暴

力

家

庭

内

暴

力

等

切

暴

力

非

行

が

多

化

し

あ

げ

ま

す

。

発
す
る
な
ど
、
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ

V
月

間

の

主

な

市

民

会

議

事

業

・

締
切
り
及
び
提
出
先

-
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J
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l
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l
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J
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0
夏

休

み

魚

津

市

民

夢
を
よ
ぶ
ふ
れ
あ
い
の
広
場
、
日
本

・
列
車
内
で
は
、
の
ど
自
慢
ゲ
|
ム
"

ふ

れ

あ

い

の

旅

々

一
大
き
な
湖
、
ア
メ
リ
カ
ン
ム
ー
ド
い
な
ど
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
で
す
。

「
ブ
ル

l
ト

レ

イ

ン

&

っ

ぱ

い

、

今

年

の

旅

は

で
っ
か
い
て

・
チ
ビ
ツ
コ

一
日
車
掌
(
若
干
名
)を
一

:

さ

あ

、

ア

メ

リ

カ

ン

へ

行

こ

う

。

選

び

ま

す

。

ひ
わ
湖
ミ
シ
ガ
ン
」
こ
乗
ろ
う

」

ラ

マ
と
き

8
月
2
日

ω
6時
加
分

・
記
念
乗
車
券
を
差
し
あ
げ
ま
す
。

ky-
-t
打点
J

国
鉄
魚
津
駅
ス
タ
ー
ト
↓

・
ぴ
わ
湖
遊
覧
の
船
は
ア
メ
リ
カ
で
"

:
~
h

t

m
時
ゴ

i
ル

育

っ

た

豪

華

船

ミ

シ

ガ

ン

で

す

。

、L~t
ハ[い九一
平一

マ
会

費

小

人

(小
学
生
)

・
船
の
後
部
の
ハ
ン
ド
ル
(外
輪
)が
“

¥

九
F凶

m
f
p
-一
盛

六
、
五

O
O円
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
進
み
ま
す
。

与時

砲
曹
為

S
E

大
人

(中
学
生
以
上
)

・
船
の
容
姿
船
内
は
エ
キ
ゾ
チ
ン
」

h

i

a

l

h

一

，

額

Aj--

九、

0
0
0円
ズ
ム
た
っ
ぷ
り
で
す
。

]

三

JYム
菌

幼

児

(小
学
生
以
下
)

・
船
内
で
は
外
人
乗
組
員
が
サ
ー
一

ヘ

艶

凶
師
陣

し

圃

圏

一
、
0
0
0円
ビ

ス

し

ま

す

。

]

4
・

5
論
盛
岡
盟

L
園
田

・…
/
f
B
撞
圃

L
目
白
・
・
マ
募
集
人
員

7
0
0
名
(先
着
順
で、

・
ア
メ
リ
カ
へ
旅
行
し
た
気
分
が
満

ム

ヨ
lv隈
副
題
町
一
一
圃
圃
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。)

喫
で
き
ま
す
。

日

-IJK
-B
a
m冨
園
内
同

Z
圃
・
・

マ
そ
の
他

・
食
事
、
お
や
つ
な
ど
は
各
自
で
持
」

/一一

斗

凶

州

Jι
・

-
列
車
は
、
ロ
両
編
成
で
ブ
ル
ー
ト
レ
参
し
て
く
だ
さ
い
。

]

/
!
?

晒
型
「
闘
薗
圃
園
イ
ン
団
体
専
用
列
車
で
す
。

マ

申
し
込
み
は
、
国
鉄
魚
津
駅
旅
行

L

dAdrr回
胆
回
「
一一
圃
圃

れ

ほ
選
畑
一
司
園
調

・
特
急
並
み
の
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
l

セ
ン
タ
ー
へ
0
8

1

4

5

6

]

jFi
g
ト
で
ゆ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

王

催

青
少
年
育
成
魚
津
市
民
会
議
一
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7
月
は
青
少
年
を
非
行
か
ら

ま
も
る
全
国
強
調
月
間

ネ土第
4￥33議員 7

苓図 書高見
明 局青日

7 る へとま
早く 苔ヘ
l す 成魚

早急 魚津
t 津市
31運 直撃
日副 委曇

重
点
目
標

地
域
活
動
の
推
進
に
よ
る

I護震
r芸塁
:じ.'.，泌，.. 

lき塁

近
年
、
一
般
{
丞
尼
に
消
火
器
が
か

な
り
普
及
し
て
来
て
、
家
庭
の
防
火
、

近
所
の
火
災
に
大
変
役
立
っ
た
例
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
反
面
そ
の
維

持
管
理
が
悪
か
っ
た
り
、
使
い
方
を

間
違
っ
た
ば
か
り
に
、
充
分
役
立
つ

は
ず
の
消
火
器
が
用
を
な
さ
ず
大
切

な
財
産
や
人
命
を
失
う
例
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
消
防
署
で
は
皆
様
が
せ

っ
か
く
持
っ
て
お
ら
れ
る
消
火
器
が

充
分
に
そ
の
効
果
を
果
せ
る
様
心
を

配
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
今
回

あ
ら
た
め
て
そ
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
留
意
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

一
、
消
火
器
の
置
き
場
所
に
つ
い
て
。

イ
目
に
つ
き
ゃ
す
い
所

ロ
誰
で
も
持
出
し
ゃ
す
い
所

。
以
上
の
事
か
ら
廊
下
や
玄
関
が
良

二
、消
火
器
の
整
備
点
検

イ
業
界
で
は
多
く
の
デ
ー
タ
ー
か

少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助

標
語

。
防
ご
う
非
行

助
け
よ
う
立
直
り
。

魚
津
保
護
区
保
護
司
会

魚
津
市
更
生
保
護
婦
人
会

魚
津
市
B
・
B
・
S
会

富
山
県
更
生
保
護
事
業
協
会

魚
津
支
部

ら
、
有
効
期
間
を
一
応
五
年
を
目

途
と
し
て
い
ま
す
の
で
製
造
年
月

日
か
ら
五
年
に
近
い
も
の
又
は
五

年
を
過
ぎ
た
も
の
は
一
度
業
者
の

点
検
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ロ
五
年
の
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
少

し
で
も
粉
の
出
た
も
の
、
安
全
栓

の
動
か
し
た
も
の
は
薬
剤
を
送
り

出
す
ガ
ス
が
抜
け
て
い
た
り
薬
剤

が
中
で
か
た
ま
っ
て
い
た
り
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
点
検
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

ハ
古
く
な
っ
た
も
の
は
容
器
が
錆

等
の
た
め
に
薄
く
な
り
使
用
の
さ

い
に
爆
発
を
起
し
て
思
わ
ぬ
け
が

を
し
た
例
も
あ
り
ま
す
の
で
点
検

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

三
、
使
用
方
法
に
つ
い
て
。

イ
消
火
器
に
つ
い
て
い
る
説
明
書

を
読
ん
で
動
作
の
順
序
を
空
動
作

で
熟
知
し
ま
し
ょ
う
。

ロ
消
防
署
で
は
防
火
教
室
を
各
地

で
開
い
て
使
用
方
法
の
講
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
地
区
、
団

体
等
で
話
が
ま
と
ま
れ
ば
問
合
せ

て
く
だ
さ
い
。

魚
津
消
防
署
予
防
係

(13) 

⑧
0
2
9
5
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だより(7周〉 問い合わせは ft22-2200(内線231)

百|管 IIJI ~ I品
(目白 I (日) I (日) I (日) I (目。 7

月
の
休
日
診
療
医

日
日
一
間

口
日
一
同

M
日
一
附

幻
自
一
回

羽
田
医
院

早
川
病
院

平
井
医
院

深
川
病
院

桝
崎
医
院

新
金
屋

宮

@
0
6
4
2

緑

町
宮

@
4
5
7
8

末
広
町

宮

@
0
8
8
8

一鴨
葛)11

町
5 
7 
8 
0 

中
央
通
り

宮

@
0
3
9
9

寺
崎
歯
科

医
院

木
下
歯
科

医
院

米
田
歯
科

医
院

小
熊
歯
科

医
院

稲
場
歯
科

医
院

上

口
宮

@
3
6
1
9

文
化
町

宮

@
0
1
1
8

火
の
宮
町

宮

@
0
4
7
0

村
木
町

宮

@
6
5
6
7

文
化
町

宮

@
0
2
4
3

新
川
地
区
休
日
夜
間

急
患
医
療
セ
ン
タ
ー

診

療

日

診
療
時
間

診
療
科
目

所

在

地

日
曜
日

・
祝
日

午
後
7
時
1
午
後
日
時

内
科

・
小
児
科

・
外
科

黒
部
市
三
日
市

(
黒
部
市
消
防
署
向
側
)

※診療時間は、いずれも午

前9時から午後5時まで。

(14) 

内 唾円~ 対 象 と き と ー ろ 備 考ー

3か月児健診 3か月児
7月14日(木) 13:00-14:00 

7月28日(柑 13: 00-14: 00 

8か月児健診 8か月児
7月 1日幽 9:00-10:00 

8月 5日幽 9:00-10:00 

1歳6か月児健診 56年12月生まれの幼児 7月22日倒 13: 00-14: 00 
魚津保健所

3 歳児健診
55.6.16-6.30生まれの幼児 7月 6日ヤ同 13: 00-14: 00 

55.7.1-7.15生まれの幼児 7月20日か'j() 13:00-14:00 

母 親 学 級 妊婦とその家族 7月15日幽 9: 30-16:00 ーーーーーーーー・ーーーー-ーーーー・・・・・・・・・ー-1・
母親学級は畳食をご

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 7月22日幽 9:00-12:00 
持参ください。

心の 健康相談 一般 市 民 7月19日(刈 13: 30 -15: 00 

健 康 相 談 一般 市 民 7月21日(柑 13 : 00 -15 : 00 魚津市役所保健室 血圧測定・検尿・心電図・診察 ! 

毎週月曜日 10 : 00 -11 : 30 木下新公民館
-体操の出来る服装

健 康 体 操 毎週月曜日 10:00-11: 30 道下公民館

毎週火曜日 10 : 00 -11 : 30 村木公民館
の用意をして来て

と 一般市民
毎週木曜日 10 : 00 -11 : 30 大 町 公 民 館

ください。

健 康 相 談 毎週月 ・木曜日 9:30-11:00 経団公民館
-日を定めて健康相

毎週月 ・木曜日 10 : 00 -11 : 30 本江公民館
談をしています。

胃がん 検 診 一般市民 7月 6日砂防 9:00-10:00 住吉小学校 料 /lL 39 歳 6以ま9上融で 1，550 料円円
金 40-69~ 5無00 

70歳記

。検診希望者は実施日 10目前まで、市 ・生活環境課へ申し込みください。予定数に達したら締切ります。

7月 5日(火) 9:30-10:00 削東城公民館

7月 5日(火) 10 : 20 -11 : 00 袋公民館

7月 5日(火) 13: 15-15: 30 経団漁協 @ 
-結核検診は胸部レ

7月 8日幽 9:30-11:00 経団福祉センター

7月 8日樹 13 : 15 -15 : 30 天神公民館 @ ントゲンの検査で

7月12日(火) 9:30-10:00 東山公民館 す。

7月12日(火) 10 : 20 -11 : 00 木下新公民館 -個診票 は必ず持参

結核検診と 7月12日(火) 13 : 15 -15 : 30 加積 公民 館 @ 
グ〉こと 。

7月15日幽 9:30-10:00 湯上公民館

7月15日幽 10 : 20 -11 : 00 出公民館
-健康診査とは従来

健 康 霊田会? 査 7月15日幽 13:15-14:45 江口多目的集会場⑫ の成人病検診です。
一般市民

7月15日倒 15 : 00 -15 : 30 持光寺公民館 40-64歳までの方

(⑧のついた場所)

7月19日(刈 9:30-11 :00 魚津市福祉センター百楽荘
が対象です。

7月19日(刈 13 : 15 -15 : 30 上中島公民館 @ 
で行います。 7月26日(刈 9:30-11 :00 加積 公民 館

-受付は13.15-14

7月26日(刈 13 : 15 -15 : 30 印田公民館 @ 45までです。

7月29日樹 9:30-10:00 鹿熊公民館 -健康手帳を持って

総:ざらえ→ 7月29日幽 10 : 20 -11 : 00 魚津生活改善センター
いる方はご持参〈

7月29日幽 13 : 15 -15 : 30 下中島公民館 ⑧ 

8月 2日ω 9:30-10:00 東蔵公民館
ださい。

総 ざ ら え → 8月 2日(刈 10 : 20 -11 : 00 片貝公民館

8月 2日(刈 13: 15-15: 30 古島小学校 ⑮ 
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内 w 対 象 と き と ー ろ 備 考

生後 3か月から 3歳 13:30-14:00 -体温は自宅で計ってき

までの乳幼児で、今 ツベルタ リン B C G てください。

予 ツベルタリン
までに 1回もツベル

上中島小学校
-母子健康手帳 ・印かん

クリン反応検査を受 7月 4日(月) 7月 6日v同 上野方小学校
を持参ください。

反応検査
けていない乳幼児は 天神公民館 ※接種する時の注意

防 最寄りの会場へおい

でください。 7月 5日(刈 7月 7日(柑 本江公民館
-熱のある乳幼児、特に
湿しんなど、まん延性

接 B C 
⑧ 7月が最終実施会 7月11日(月) 7月13日(7}c) 経団公民館 の皮膚病の乳幼児は医

G 場になっています。 7月12日(刈 7月14日(柑 加 積 公 民 館 師に相談してください。

もれなく受けるよう 市 民 会 館
-その他、接種を行うこ

種 にしてください。 7月13日(水) 7月15日幽
(該当地区大町・村木)

とが不適当と認められ
た乳幼児は接種でさま

麻 し ん 18か 月-36か月児
麻しん接種券は、 1歳 6か月児健診会場にて発 せんので、注意してく

行・します。 ださい。

回
歳
以
上
の
方
々
の

健
康
診
査
を

は
じ
め
ま
す
/

老
人
保
健
法
に
も
と
づ
く
日

歳
以
上
の
方
々
の
健
康
診
査
を

7
月、

8
月
の
2
か
月
間
、
市

内
の
医
療
機
関
で
実
施
し
ま
す
。

町
内
会
を
通
じ
て
該
当
者
に
健

診
票
と
健
康
手
帳
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
そ
れ
等
を
持
参
の
う

え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
者
昭
和
田
年
7
月

1

日
現
在
で
臼
歳
以

上
の
人
。

マ
健
診
期
間

7
月
1
日
か
ら

8
月
訂
日
ま
で

マ

費

用

無

料

⑧
精
密
診
査
は
、

一

般
診
査
の
結
果
、

必
要
な
人
の
み
行

い
ま
す
。

マ
そ
の
他

・富
山
労
災
病
院
で

の
診
査
は
あ
ら
か

じ
め
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い

0

.都
合
に
よ
り
受
診

で
き
な
い
方
は
受

診
票
の
理
由
欄
に

O
印
を
つ
け
、
お

返
し
く
だ
さ
い

0

・西
布
施

・
松
倉

・

片
貝
地
区
で
健
診

を
受
け
た
方
に
は
、

受
診
票
は
配
布
し

ま
せ
ん
。
健
康
手

帳
は
、
結
果
を
-
記
入
し
て

か
ら
、
後
日
お
返
し
し
ま

す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
開
始

脳
卒
中
等
の
後
遺
症
で
、
身
体
の
不

自
由
に
な
っ
た
方
々
に
、
少
し
で
も
現

在
の
機
能
が
回
復
し
、
あ
る
い
は
悪
く

な
ら
な
い
よ
う
に
と
、
専
問
家
(
医
師

及
び
理
学
療
法
士
)
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
(
日
常

生
活
動
作
訓
練
)
を
は
じ
め
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

マ
対
象
者

脳
卒
中
等
の
後
遺
症
の
あ

;ニ;子
jば; ど
ζj も
:児: ffi 

fti童i ど
⑧;セ!へら
2:ンi隼場
41タiぷ 4

Q II l口
2ii.グ

さ
あ
、
い
よ
い
よ
夏
の
到
来
/
セ

ン
タ
ー
で
は
、
今
月
も
楽
し
い
行
事

る
方
で
通
園
で
き
る
人
。

マ
開
設
時
期

7
月
よ
り
毎
月
第
1
・

第

3
木
曜
日

マ

時

間

午

前

叩
時
j
午
後
3
時

・診
察

・
指
導
1
午
前
日
時

1
日
時
初
分

・訓
練
1
午
前
日
時
1
午
後

3
時

マ
場
所
百
楽
荘
機
能
訓
練
室

申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は
、

魚
津
市
役
所
生
活
環
境
課
保
健
係

合
②
2
2
0
0
内
線

2
3
1

在
宅
で
ね
た
き
り
病
人
の

方
へ
の
家
庭
訪
問
援
助

在
宅
で

ω歳
以
上
の
ね
た
き
り
、
ま

を
計
画
し
、
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

|

|
7
月
の
お
知
ら
せ
|

|

3第
土 金 木 水 火

8111 
日 土 l

日

体操 将棋 将 竹馬 ルシ お ーお Eh-R-1 h  ノ

輪車教室

え
輸E巨 かえ

ク
ク.f1t

クエ か クフ

フブ ラプ 教* ラツ き クき ラプ

プ 劇団卜
ク ラク プ

プフ ブ プラ 教

B A 
隻

H3 寺

3時分403時分3 1 0 

時2 時3 
時3』時3分40 時33 0 時2分50 時4 l 

時33 時250時4 』
品時

I I 30 

時5 H4寺 H5寺分i 時5 分1 時5 分 品開

〔
七
夕
お
楽
し
み
会
〕

7
日
附

4
時
j

1
日
か
ら
、
み
ん
な
で
飾
り
ま
す
。

〔
体
力
測
定
〕

9
日

ω
2時
l

た
は
、
そ
れ
に
似
た
状
態
に
あ
る
人
に

保
健
婦
な
ど
が
家
庭
訪
問
し
て
、
い
ろ

い
ろ
と
援
助
い
た
し
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
援
助
の
内
容

l

栄
養
、
生
活
に
つ
い
て

2
日
常
生
活
動
作
訓
練

3
看
護
の
方
法
に
つ
い
て

洗
髪

・
清
拭

・
祷
創
に
つ
い
て
新

し
い
看
護
用
品
も
用
意
し
て
お
り

ま
す
。

マ
訪
問
回
数
月
に
1
固
ま
た
は
2
か

月
に
1
回

マ

費

用

無

料

魚
津
市
役
所
生
活
環
境
課
保
健
係

宮
②
2
2
0
0
内
線

2
3
1

〔
映
画
会
と
腹
話
術
の
集
い
〕

叩
日
岡
山
時
初
分
ー

へ
偉
人
物
語
「
キ
ュ
リ
ー
夫
人
」

F

燃
え
ろ
ア
l
サ

|

〔
親
子
吠
ス
ム
体
操
〕

口
日
同

日
時
i

〔
ぬ
り
絵
会
〕

げ
日
日

μ
日
目

2
時

1
4時

〔
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
上
達
調
べ
〕

お
日
出

2
時

i

〔
夏
向
き
お
や
つ
作
り
〕

鈎
日
幽

1
時

北
電
ホ
ー
ム
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

方
と
一
緒
に
、
冷
た
い
飲
み
も
の
と

ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
/

対

象
は
4
年
生
以
上
で
、
親
子
で
の
参

加
を
歓
迎
し
ま
す
。
定
員
は

ω組
で
、

希
望
者
は
初
日
ま
で
セ
ン
タ
ー
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
(
電
話
の
申
し

込
み
も
可
)
費
用
は
無
料
で
す
。

〈
休
館
日
〉

毎
週
月
曜
日

・
祝
日

(15) 
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局

H

R
d
司
4

、ll
6

6

「
町
-

一
月
一

局

一
奈
一

清

白
」
軒

市外局番は0765に統一します

魚
津
市
・
黒
部
市
・
宇
奈
月
町
・
入
善
町
・
朝
日
町
相
互
間
の
電

話
は
、
昭
和
五
十
八
年
九
月
か
ら
、
市
外
局
番
の
ダ
イ
ヤ
ル
な
し
で
、

市
内
局
番
と
加
入
者
番
号
と
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
だ
け
で
か
か
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
常
生
活
、
経
済
社
会
活
動
の
結
び
つ
き
の
深
い
新
川

地
区
相
互
間
の
通
話
の
ダ
イ
ヤ
ル
手
数
を
少
な
く
し
、
電
話
を
よ
り

使
い
や
す
く
す
る
も
の
で
、
変
更
時
期
は
、
九
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

(
日
時
は
お
っ
て
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。)

口
市
外
局
番
・
市
内
局
番
の
変
更

朝 入
宇奈月

里 魚 局
山 11 

善南入 善西入

11 

高東 生 11 
鹿 島

寺)11 

11 

日 善 11 音E i章
名崎 地 青色 尻

七五0 ノ八、

。
五七ノノ0、、

。市

七 七 外
変11 11 11 11 11 

ー/-L¥， 
11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

ーノ」ー、ー 局

五 五 番

七八 七 七四 七 五八 五七 五/、 五四 五 一 一 一 一 一zE 
更

四 一 一 五 一一 四

番加 目リ

入
号者

七O 
市
外

変-;品-、、 局
五 番

J¥ i¥ i¥ 七 七 七 七 J-A、- J.a、- 五 五 五 五 五 一一一 一一 一一一 一 一
52 

更
四 一一 i¥ J.a、. 四 五 i¥ 七 J，a、- 四 一一一 四

番加 f麦
入

号者

注
)
加
入
者
番
号
は
、
従
来
ど
お
り
で
、
か
わ
り
ま
せ
ん
。

宇
奈
月
町
及
び
朝
日
町
の
市
外
局
番

は
、
現
在
、
{
子
奈
月
局
が

HO
七
六
五

六
u

及
び
朝
日
局
が
，

O
七
六
五
八
H

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
切
替
後
は
、
こ

れ
の
上
四
桁
の

n
O七
六
五
。
が
市
外

局
番
と
な
り
、
残
り
の
一
桁
を
現
在
の

市
内
局
番
の
上
に
つ
け
て
、
市
内
局
番

を
二
桁
に
統
一
し
ま
す
。

魚
津
市

・
黒
部
市
及
び
入
善
町
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
市
外
局
番
が
か

O
七

六
五
。
と
な
っ
て
お
り
、
市
内
局
番
も

そ
れ
ぞ
れ
こ
桁
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
外
局
番

・
市
内
局
番
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

。。

ロ
電
話
の
か
け
万
の
変
更

ω
魚
津

・
黒
部

・
宇
奈
月

・
入
善

・

朝
日
の
各
市
町
相
互
間
に
電
話
を
か

け
る
場
合
、
市
外
局
番
。

O
七
六
五
。

の
ダ
イ
ヤ
ル
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、
市
内
局
番
と
加
入
者
番
号

の
み
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ω
今
回
の
か
け
方
の
変
更
は
、
新
川

地
区
内
の
み
の
変
更
で
あ
り
、
新
川

地
区
内
か
ら
地
区
外
へ
、
及
び
地
区

外
か
ら
地
区
内
へ
の
か
け
方
は
従
来

と
か
わ
り
ま
せ
ん
。

ω
新
川
地
区
内
の
通
話
は
、
市
内
と

同
様
の
か
け
方
に
な
る
の
で
か
一

0

0
8
番
通
話
は
ご
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

ω
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
で
短
縮
を
ご
利
用

の
方
の
う
ち
、
新
川
地
区
内
の
電
話
番

号
を
登
録
さ
れ
て
お
ら
れ
る
場
合
は
、

登
録
を
し
な
お
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。



昭和58年 7月l日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

⑧
⑥
⑤
⑨
 

市
民
会
館
大
ホ

l
ル
催
物

』ち のさ あ『‘歌声の・ 平和『公淡 わら 祭市青年津 第
前夜祭 福祉大全 社津市会 3魚第回2 

f佳
29 

物
花たらぐ へ 座ぴ 魚回 名

20日(村 四円)lmo 16日(.:fJ と
PM 7 fI寺~ AM 9時-! PM 6時~ PM 1時~ き

一 小 一 学 二 大 当 一小 一学二 大 前
鎚E 生E 入

二0o円生中七0。円 生 三0。円人 券ロ日 口0O円 生中 五0o円生 O0。円 人車冗券 場

料 料 料

合青年団 魚津連市
書年団 室市連 Z会集 福初会協:祉i津市k 

玉
f桜
者

-
第
包
囲
魚
津
市

社
会
福
祉
大
会
開
催

市
内
の
社
会
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
て
、
社
会
福
祉
に
対
す
る
住
民
参

加
の
促
進
と
、
社
会
福
祉
関
係
者
の
一

層
の
努
力
を
誓
う
と
と
も
に
、
今
後
の

市
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、

次
に
よ
り
、
老
人
福
祉
法
制
定
二
十
周

年
記
念
「
第
包
囲
魚
津
市
社
会
福
祉
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

7
月
日
日

ω
午
後
1
時

魚
津
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

魚

津

市

魚
津
市
社
会
福
祉
協
議
会

魚
津
韮
旦
息
銀
行

な
お
、
大
会
終
了
後
「
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
あ
り
ま
す
の
で
多
数
参
加
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

マ
と
こ
ろ

マ
主

催

-
「
一
日
里
親
」
を
求
む

里
親
制
度
の
普
及
と
里
親
開
拓
の
進

展
を
は
か
る
た
め
、
毎
年
各
地
で

「里

親
を
求
め
る
運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
年
は
富
山
置
県
百
年
の
記

念
す
べ
き
年
を
む
か
え
、

8
月
に
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
魚
津
市

一

日
里
親
会
」
で
は
、
毎
年
、
市
社
会
福

祉
協
議
会

・
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
主

催
す
る
「
一
日
里
親
会
」
の
里
子
の
受

け
入
れ
に
協
力
し
、
里
親
の
開
拓
推
進

に
つ
と
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
施
設
か

ら
数
十
名
余
の
里
子
が
く
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
こ
の
児
童
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
を
求
め

て
い
ま
す
。

O
実
施

8
月
初
目
的
i

8
月
幻
日
制

O
「
一
日
里
親
L

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

7
月
初
日
ま
で
に
市
社
会
福
祉
課
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

「
一
日
里
親
」
の
主
旨

「
一
日
里
親
」
は
養
護
施
設
に
収
容
さ

れ
て
い
る
児
童
を

「
一
日
里
親
」
の
家

庭
に
宿
泊
さ
せ
て
、
{
丞
挺
的
雰
囲
気
を

務理!
募集戦純 年!!t{t セt5Jlj tt 金 校下 人貝

資 絡 経験
番号 その 他

l 建技 術築者 25-40 事3 11-18 ヲ同雪 )十J:'[ Iま!iた・建は築符験資物者

2 長運 転~ 書手w. 21-35 5月 15-20 1主千I 5 普通 ・大引 |

3 続悠工 18-50 !1~ 12.5-17.5 住吉 3 

4 裕接工 30-45 !J~ 15-19 住吉 2 普経 験通 者免

5 営- 車持 55-57 男 11-12 ゴE J:h 2 

6 栄義士 25-40 女 9.2-9.8 本江 l 栄養士

7 包装成~\リ 20-50 17:. 8.4-8.6 i芭下 3 

8 1I1fti肉切結身 20-50 女 7.8-9 車主任l 3 

9 繊プ維1m工ロー貝 18-40 女 8 村木 7 

10 プクラ仕ス上チ工y 18-50 女 8.25-8.75 住吉 3 

く求人情報〉早急に人を求めていますグ味
わ
せ
、
ま
た

「一

日
里
親
」
に
は
児

童
養
育
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
里
親
制
度
の
普
及
お
よ
び

里
親
の
開
拓
を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
市
社
会
福
祉
課
へ
連
絡

く
だ
さ
い。

岱
②

2
2
0
0

-
「
母
子
家
庭
子
女
」
の

一
泊
生
活
指
導
会

小
学
校
五
、
六
年
生
を
対
象
に
一

泊

一一
日
を
大
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
心
身

の
鍛
練
と
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
社
交

性
や
友
愛
心
を
高
め
、
健
全
な
青
少
年

と
な
る
た
め
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

マ
日
時

7
月
日
日
i
打
日

マ
場

所

滑

川
青
少
年
婦
人
研
修
セ
ン

タ
ー

務理
希望職純 年tIIIt性別

希 望
前廃 学歴 免 Z午

番号 賃金

1 運転手 34 努 20 フ同ヲ 15 年 中卒 大!~~ 2 樋

2 運転手 30 男 20 3 年 中卒 大男~ 1挽

3 スタンドマン 32 男 18 10 年 高卒 2白if務 3 級柑Yじ， 

4 機械組立 57 男 15 t3E5炉エ年 ?:Ij小 1日t 免

5 機械設計 56 男 18 20 年 大卒 普 免

6 栄 養 士 23 女 9 -10 献制理立作事務成 短大 合澗従 耳事長E 士B市

7 事務員 40 女 10 農協事務 中卒 普 免

8 事 務 員 38 女 8.5 事 務 員 高卒 普 免

9 事 務 員 31 女 10 木村事務 高卒 珠普 算 3 級免

10 事 務 員 26 女 8-9 守主 母 短大 普l免級・保簿母記-E2t算級

〈求職情報〉緊急に職を探していますグ

-
心
身
障
害
児
・
身
体
障
害
者

水
泳
教
室
の
開
催

市
で
は
、
心
身
障
害
児

・
身
体
障
害

者
の
機
能
訓
練
を
目
的
と
し
て
、
次
の

日
程
で
水
泳
教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
魚
津
市
心
身
障
害
児
水
泳
教
室

・
対

象

市

内
在
住
の
身
体
障
害
児

及
び
精
神
薄
弱
児

(保
護

者
同
伴
を
原
則
と
し
ま
す
)

・
と
き

7
月
幻
日
倒

・
7
月
初
日

倒

・
8
月
2
日

ω

午
前
日
時
1日

時
初
分
ま
で

・
と
こ
ろ
市
総
合
体
育
館
1
温
水

プ
ー
ル

マ
魚
津
市
身
体
障
害
者
水
泳
教
室

市
内
在
住
の
身
体
障
害
者

7
月
比
日
附

・
7
月
初
日

嗣

・
8
月
2
日

ω

午
前
日
時
1日

時
叩
分
ま
で

・
と
こ
ろ
市
総
合
体
育
館
j
温
水

プ
ー
ル

・
申
込
み
期
限

7
月
日
日
開

お
問
い
合
わ
せ
、
申
込
み
は
市
社
会
福

祉
課
(
岱
②

2
2
0
0
内
線

m)
ま
で

-
対
象

・
と
き

ママ 1 

-場所 月7 人 1

ザラ 時4 日

※ くわしいことは、魚津公共職業安定所

くfi24-0365>へお問い合わせ ください。

。の
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-
七
夕
ま
つ
り

今
年
も
七
夕
ま
つ
り
の
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
河
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
や

防
災
上
か
ら
鴨
川

・
角
川
に
七
夕
か
ざ

り
を
流
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
七
夕
か
ざ
り
は
、
次
の

よ
う
に
指
定
場
所
へ
出
し
て
い
た
だ
く

か
、
各
自
印
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
に
切
っ
て

各
町
内
の
ご
み
収
集
日
に
収
集
場
所
へ

お
出
し
願
い
ま
す
。

0
7
月
7
日
同

午
後
7
時
か
ら
午
後

8
時
初
分
ま
で

・
大
町
小
学
校
周
辺
の
方
は
、

「
大
町
小
学
校
校
庭
」
へ

.
村
木
小
学
校
岡
辺
の
方
は
、

「
村
木
小
学
校
校
庭
」
へ

な
お
、
当
日
は
順
序
よ
く
校
庭
に
は

い
り
、
ち
ょ
う
ち
ん
の
火
を
消
し
て
か

ら
指
定
の
場
所
へ
お
い
て
お
帰
り
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

マ ・ いる り 申 は
十(以千(貸 資設 。方受し 、県
人生下万土付 金備 はけ 込 設 お

時;;fzi;2212
業は業7[jは資院事害調おす 2化 IJ、
はサ員業サ本露 額 T宅52童
文台数 2L金援麟込、を 振
)スさj平 jfJ)_関顧み希次設輿
以業ニ万業一 線協く 望 の 備 協
下は百円は億 際響 額ださと賀会
の 五 人)一円膨撃翠模型されお与で

ま
た
、
当
日
雨
の
場
合
は
、
日
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
に
切
っ
て
各
町
内
の
ご
み
収

集
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

-
道
路
情
報
の
提
供
に

つ
い
て
お
願
い

道
路
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
、
並
び
に
市
に
お
い
て
、
善
処
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
さ
ら
に
皆
様

が
、
一
層
円
滑
で
、
安
全
に
道
路
を
通

行
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
道
路
の

異
状
(
路
面
の
穴
ぽ
こ

・
損
壊

・
障
害

物

・
妨
害
行
為

・
事
故
等
)
を
発
見
さ

れ
た
と
き
は
、
次
の
と
お
り
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す。

(3) (2) (1) 
印 連

語異 異 絡
状状 の

者の の 内
の内 箇 容
住容所
所(及
具ぴ

氏イ本 付
名的近
にの
)目

ど
ち
ら
か
一
方
に
該
当
す
る
企
業
。

マ
貸
付
額
設
備
の
金
額
(
四
十
万
円

以
上
三
千
万
円
以
下
。
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
た
場
合
は
三
千
七
百
五
十

万
円
ま
で
)
の
約
切
%

2 

連

絡

先

魚
津
土
木
事
務
所
道
路
維
持

係

企
@
5
3
1
1

魚
津
市
役
所
建
設
課

宮
②

2
2
0
0

道
路
管
理
者
の
区
分

県
が
管
理
す
る
道
路
に
は
、

路
端
の
デ
リ
ネ
l
タ
l
(
ポ
ー

ル
)
に
「
富
山
県
」
と
表
示
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

3 -
ア
ユ
成
育
調
査
結
果

6
月
日
日
側
、
午
後
1
時
初
分
か
ら

布
施
川
落
合
橋
、
角
川
大
光
寺
で
、
県

立
合
い
の
も
と
、
ア
ユ
の
成
育
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

水
温
は
布
施
川
お
・4
℃
、
角
川
幻
・

3
℃
で
、
晴
天
続
き
の
昨
年
と
ほ
ぼ
同

じ
で
し
た
。
一
昨
年
、
布
施
川
日
・
8
℃

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
の
高
水
温
は

ア
ユ
の
成
長
に
ょ
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ビ
・
ス
業
及
び
却
・小
売
業
は
五
人
)

以
下
の
企
業

マ
貸
与
額
二
十
万
円
以
上
、
二
千

万
円
以
下

マ
貸
与
損
料

年

5
%

国
マ
返
済
方
法

盈

四

年

半

均

等

監

半

年

賦

償

還

7
月
1
日
j

8
月
白

マ
年
利
率
無
利
子

マ
償
還
方
法

1
年
据
置
4
年
以
内
の

年
賦
均
等
償
還

マ
受
付
期
間

8
月
1
日
1
8
月
初
日

・
設
備
貸
与

マ
貸
付
対
象

従
業
員
二
十
人
(
サ
l

わ課 マ
せまく日受
く たわ 付
だはし 期
さ商い 問
い工 こ
。会と
議は
所

主高
間工
い観
合光

体
長
は
平
均
日

i
ロ
セ
ン
チ
で
ほ
ぼ

昨
年
並
、
最
大
は
布
施
川
の
U
・
5
セ
ン

チ
で
し
た
。
今
年
の
特
長
は
、
中
型
の

ア
ユ
の
数
が
多
い
こ
と
で
、
解
禁
か
ら

数
釣
り
が
望
め
そ
う
で
す
。

-
海
難
救
助
実
地
訓
練

実
施
に
つ
い
て

救
難
所
、
消
防
署
で
は
、
沿
岸
に
お

け
る
漁
船
な
ら
び
に
小
型
船
舶
等
を
対

象
に
、
海
難
事
故
の
防
止
と
水
難
事
故

に
よ
る
人
命
、
船
舶
の
救
助
等
の
諸
訓

練
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
す
。

マ
日
時
昭
和
問
年
7
月
日
日
幽

午
前
9
時
初
分
か
ら

マ
場
所
魚
津
市
上
口
補
助
港
南
側
海
域

マ
訓
練
種
目

・
孤
立
者
救
助
訓
練

・
転
落
者
救
助
訓
練

・
流
出
油
事
故
対
策
訓
練

.
火
災
船
消
火
訓
練

・
着
色
米
、
斑
点
米
の

発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
グ

七
月
中
旬
ま
で
に
、
畦
畔
や
農
道
、

雑
草
地
の
草
刈
り
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
刈
り
取
っ
た
雑
草
を
放
置
し
て

お
く
と
「
着
色
米
」
の
発
生
源
と
な
り
、

「
カ
メ
ム
シ
」
の
生
息
地
と
な
っ
て
斑
点

米
の
原
因
と
な
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
堆

肥
に
す
る
か
、
焼
却
し
て
「
魚
津
米
」

の
声
価
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

-
く
ら
し
の
一
日
教
室

マ
と

7
月
加
日
附

日
時
ぬ
分
i
日
時

ω分

き

。。

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

〈敬称略〉

-
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

・
魚
津
市
緑
町
四
ー
一
七

太

田

利

吉

2
万
円

・
魚
津
市
経
団
西
町
一

O

|
九

朝

野

次

平

山
万
円

・
高
岡
市
内
免
一
|
一
一
丁
一

島

清

一

5
万
円

マ
と
こ
ろ

マ
テ
1

マ

富
山
県
民
会
館

「
う
ま
い
話
に
ご
用
心」

ー
金

・
商
品
先
物
取
引
の

し
く
み
と
問
題
点
i

富
山
大
学
助
教
授

芳

賀

健

マ
講

自市

氏

-mミ
リ
映
写
技
術
講
習
会

マ

と

き

7
月
四
日

ω
l
n日
幽
ま

で
の
4
日
間
、
毎
日
午
後
6
時
i

9
時
ま
で
。

マ
と
こ
ろ
市
教
育
セ
ン
タ
ー
(
住
吉

小
学
校
前
)

宮
②

2
4
9
5

マ
募
集
定
員

M
名

マ
応
募
資
格
性
別

・
年
齢
等
は
制
限

し
ま
せ
ん
が
、
義
務
教
育
終
了
者

で
あ
る
こ
と
。

マ
申
込
方
法
市
教
育
委
員
会

・
社
会

教
育
課
ま
た
は
、
市
教
育
セ
ン
タ

ー
へ
申
し
込
む
こ
と
。

マ
免
許
証
検
定
の
上
、
合
格
さ
れ
た

方
に
、
免
許
証
を
交
付
し
ま
す
。

マ
そ
の
他
添
付
用
写
真
(
初
ミリ×

ω

イ

)
H
1
枚
、
テ
キ
ス
ト
代
H
約
千

円
必
要
で
す
。
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か
仲
間
と
の
活
動
の
中
か
ら
輝
く
青
春

を
見
い
出
そ
う
。
を
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
、
日
夜
活
動
を
展
開
し
て
い

る
魚
津
市
連
合
青
年
団
が
、
地
域
に
お

け
る
「
芸
能
」
「
文
化
」
「
趣
味
の
作

品
」
等
の
発
表
、
団
員
相
互
の
友
情
と

親
睦
を
よ
り
一
層
深
め
る
格
好
の
場
と

し
て
、
次
に
よ
り
青
年
祭
を
開
催
し
ま

す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
(
入
場
無

料
)な

お
、
今
回
も
市
内
の
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
を
ご
招
待
し
て
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

マ
と
き

7
月
口
日
同
午
前
9
時
j
午

後
5
時
ま
で

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
民
会
館

め

魚;誓命<l'e然魚族紹介 9

力、?乙

意
見
発
表
、
コ
ー
ラ
ス
、
演

劇
、
郷
土
芸
能
、
舞
踊
、
書

道
、
絵
画
、
写
真
、
彫
刻
、

生
活
技
術
創
作

・
午
前
日
時
1
午
後
3
時
ま
で
、
会

場
前
で
日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー
の
し
ろ

ば
と
号
で
愛
の
捌
人
献
血
を
行
い
ま

す
の
で
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
内
容

-
警
察
官
募
集
(
大
学
卒
)

富
山
県
警
察
で
は
、
日
年
4
月
採
用

の
警
窪
呂
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
採
用
予
定
人
員
約
初
名

マ
願
書
受
付

7
月
1
日
l
n
日

マ
試
験
日

7
月
白
日
制

マ
受
験
資
格

大
学
を
卒
業
し
た
方
、
又
は
、

白
年
3
月
草
業
見
込
み
の
方
、

年
齢
お
歳
未
満
の
男
子

う也や小川の水面を群れをなして涼ぎ、ミジン

コやボウフラ、藻など伺んでも食べる。水温20
℃以上で飼育すると年中産卵ガ見られる。明け

方雄ガ雌を追いかけはじめ、やガて2α固ほどの

大きな透明卵を産む。水草に付着しだ卵は、約

10日後にふ化し、 5rnmほどの子供ガ生まれる。

日本中にごく普通に見られだメダカも池や沼ガ

埋められ、 /J¥) 11ガ用水に変わつだ現在では、幻

の魚になりつつある。

。
詳
し
い
こ
と
は
、
魚
津
業
薯
又

は
派
出
所
、
駐
在
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。合

@
1
3
3
3

-
消
費
生
活
の
苦
情
、

は
お
気
軽
に
/

相
吾火
員火

富
山
県
消
費
生
活
地
方
相
談
員
と
し

て
、
新
角
川
2
1
2
1
6
盛
本
智
恵
子

宮
②
0
9
4
1
、
本
町
2
l
u
l
m
山

沢
礼
子
宮
⑫
0
5
7
2
、
青
島
仰
の
1

沖
文
子
宮
@
0
5
7
6
、
上
口
2
l
m

|
羽
石
崎
和
子
宮
⑫
5
3

7
2
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
の
物
価
問
題
や
消
費

生
活
の
苦
情
、
相
談
等
を

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

玄
関
先
の
こ
の
マ

l
ク

が
目
印
で
す
。

魚津善意銀行へのご寄付
〈敬称略〉

-
国
鉄
魚
津
駅
か
ら
の
お
知
ら
せ

5
月
1
日
か
ら
、
魚
津
駅
小
荷
物
扱

所
を
皆
さ
ん
の
利
用
し
易
い
よ
う
に
改

装
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

窓
口
で
は
、
従
来
の
受
付
時
間
を
大

幅
に
改
善
し
て
、
午
前
6
時
か
ら
午
後

8
時
ま
で
(
お
急
ぎ
の
場
合
は
時
間
外

で
も
取
扱
い
し
ま
す
)
受
付
け
取
扱
か

つ
て
お
り
ま
す
の
で
せ
い
ぜ
い
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

-
電
信
電
話
債
券
の
引
受
が

不
要
に
な
り
ま
し
た

電
話
の
お
申
込
み
ゃ
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン

の
取
付
け
な
ど
の
際
に
お
引
受
け
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
電
信
電
話
債
券
に

つ
き
ま
し
て
、
本
年
3
月
初
日
を
も
ち

ま
し
て
引
受
け
が
不
要
に
な
り
ま
し
え

今
後
は
、
電
信
電
話
債
券
の
お
引
受

け
を
願
わ
ず
に
す
む
よ
う
に
な
り
、
お

安
く
電
話
の
取
付
け
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
電
話
局
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

宮
②
1
0
0
0

-
L
P
ガ
ス
の
点
検

7
月
は
、
下
中
島
(
慶
野
、
川
縁
、

住
吉
)
加
積
(
横
枕
、
袋
、
六
郎
丸
)

の
各
地
区
で
、
県
L
P
G協
会
魚
津
支

部
保
安
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
伺
い
密
着

し
ま
す
。

合
@
5
3
4
0

こ
の
暑
さ
。
ビ
ー
ル
の
栓
は
抜
い
て

も
、
気
は
抜
け
ぬ
?
思
い
違
い
、
感
違

い
の
事
故
多
し
。
手
も
と
の
閉
止
弁
は

使
用
後
、
速
や
か
に
締
め
ま
し
ょ
う
。

固定資産税第2期

国民健康保険税第1期

納期限は、

8月1日です。

納税方イド

愛の募金箱 本江小学校 3，191円

東田洋子新宿 2，500円

小 柳むら新宿 3，000円

朝野久夫未広町 30，000円

河崎きあ金山谷 150，000円

宮河 初大光寺 12，824円

小沢健一東町 1，000円

美浪 はる 駅前新町 2，195円

綬坂幸男 上村木一丁目 50，000円

五十嵐嘉三松文化町 10，000円

伊東寛 達 六 郎 丸 30，000円

佐竹喜一吉島 20，000円

佐竹住子吉島 20，000円

尾 谷繁松新角川二丁目 30，000円

柳原恒吉 上村木二丁目 30，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

ロードレース実行委員会 16，000円

森本産婦人科医院院長森本善昌
新金屋一丁目 富 山新聞1部1年間

柳原恒吉 上村木二丁目 30，000円

友 田道治新角川二丁目 20，000円

ロードレース実行委員会 16，000円

魚津市明るい社会づくり青年部 30，100円

富 山相互銀行労組魚津支部 23，234円

有沢武雄 本 町 二 丁 目 10，000円

山田 きぬ上村木一丁目 30，000円

吉崎敬二文化町 30，000円

大 崎 晃吉島一丁目 100，000円

鷹 休公作新金屋二丁目 20，000円

※受付けの順番で掲載していますが、紙面
の都合で一部次の号以降になります。

(19) 
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市
道
島
尻
|
東
城
線
の
片
目
(
川
に
か
か
っ
て
い
た
東
城
橋
は
、
昭
和
お
年
に
木
材

ト
ラ
ス
か
ら
、
鋼
材
ト
ラ
ス
に
よ
る
延
長
七
十
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
二
、
七
八
メ
ー

ト
ル
の
半
永
久
的
吊
橋
に
か
け
か
え
ら
れ
た
が
、
昭
和
糾
年
8
月
日
日
の
集
中
豪
雨

に
よ
り
、
俊
工
か
ら
わ
づ
か
凶
年
で
無
残
に
も
流
失
し
た
。

現
在
の
橋
は
、
昭
和
必
年
8
月
に
完
成
し
た
も
の
で
、
総
工
費
六
千
四
百
十
五
万

円
、
延
長
九
十
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
五
、
五
メ
ー
ト
ル
、
橋
脚
こ
か
ら
な
る
永
久
橋
で

す
。

夏
休
み
と
い
う
と
、
か

つ
て
は
、
子
供
の

H

年
中
行

事
。
の
一
つ
で
し
た
が
、
最

近
で
は
大
人
も
そ
の
仲
間

入
り
|
企
業
の
七
二

・
一

%
が
夏
季
休
暇
を
実
施
し

て
お
り
、
平
均
二

・
四
日
の
夏
休
み
を

と
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
場
合
は
、
市
町
村
の
教
育
委

員
会
が
夏
休
み
期
間
を
決
め
て
お
り
、

地
域
に
よ
っ
て
多
少
異
な
る
よ
う
で
す
。

北
海
道

・
東
北
な
ど
寒
い
地
方
で
は
、

夏
休
み
を
短
く
し
て
、
そ
の
分
、
冬
休

み
を
長
く
と
っ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
は
レ
ジ
ャ
ー
に
ス
ポ
ー
ツ
に

楽
し
い
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
気
を
つ
け

た
い
の
が
休
暇
中
の
交
通
事
故
や
水
の

事
故
。
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
や
海
水
浴
で
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
夏
休
み
は
少
年
非
行
が
増
え
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
い

る
家
庭
で
は
、
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ

な
い
よ
う
に
気
を
配
り
、
心
を
引
き
締

め
て
夏
休
み
を
過
ご
さ
せ
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
。

位。

編集子

印刷/魚津田刷株式会社

園置盟理圏・
人(前月維り

24，040 (+ 5 ) 

26，064 (ー 5) 

50，104 (::1:: 0 ) 

13，358 

200.75k附

7.9km 

編集/企画広報室

(5月末現在)

人口(男)

(女)

計

世帯数

市の面積

海岸線


